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古轡通り B遺跡・古轡通り古瑣群発掘調在報告

2 0 0 0年 9月

三重県埋蔵文化財センター



序

このたび、県営ほ場整備事業に伴って消滅していく古轡通り B遺跡と古轡通り古墳群の

一部を発掘調査いたしました。

当遺跡は櫛田川右岸に所在しますが、この地域では近年の発掘調査によって郷土の歴史

を究明するうえでの重要な成果が蓄積されております。

今回の調査結果を概観いたしますと、古轡通り B遺跡からは古墳時代の地方豪族の祭場

と考えられる掘立柱建物や井戸などが、また古轡通り古墳群としては 4基の古墳が発見さ

れました。このように当地域の沿革を追究するうえで貴重な資料を得ることができました。

消滅した遺跡に代わり、発掘調査の成果が郷土の歴史ひいては文化を伝え、活用されてい

くことを切望いたします。

なお、文末ながら、事前協議から発掘調査にかけて多大のご理解とご協力をいただいた

県農林水産商工部ならびに松阪地方県民局農林商工部、松阪市教育委員会をはじめ、発掘

調査にご助力をいただいた地元の方々に心から感謝申し上げます。

平成 12年 9月

三重県埋蔵文化財センター

所長藤澤英



例 言

1 本書は、三重県松阪市早馬瀬町字古轡通りに所在する古轡通（ふるぐつわどお）

古轡通り古墳群の第 1・2次調査の発掘調査結果をまとめたものである。

りB遺跡・

2
 

調査によって確認された 4基の古墳については、古轡通り古墳群として報告する。

3
 

調査は、 2ヶ年にわたっている。調査の体制は以下の通りである。

〈第 1次調査〉

調査主体

調査担当

調査期間

調査面積

〈第 2次調査〉

調査主体

調査担当

上エ担当

調査期間

調査面積

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

主事坂倉一光、技師大川

平成10年 9月16日,...__,10月29日

6 5 0 m2 

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

主事奥野実、主事田上

（財）三重県農業開発公社

平成11年 5月10日,-__,9月20日

2,400rrf 

操

稔、技師 金子智子

4 本書の編集は奥野が担当した。執筆は奥野実• 田上稔・坂倉一光が行い、文責は目次と文末に

明記した。

5
 

写真図版の遺物番号は、出士遺物実測図の番号と対応している。

6
 

当報告書で用いた遺構表示略記号は、下記のとおりである。

SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SE: 井戸 SK: 土坑 p i t : 柱穴、小穴

7 本書で示す方位は、すべて真北を用いた。なお、磁北は約 6°30'西偏（平成 9年度、国土地理

院）している。

8
 

本書で報告した記録および出土遺物は、 三重県埋蔵文化財センターで保管している。

9 本調査は、平成10・11年度県営ほ場整備事業（漕代地区）に伴って実施したものである。また、

調査費用は、その一部を国庫補助を受けて三重県教育委員会が、他を三重県農林水産商工部が負

担した。

10 調査にあたっては、地元在住の各位、漕代士地改良区、松阪市教育委員会、県農林水産商工部

農業基盤整備課、松阪地方県民局農林商工部にご協力をいただいた。

11 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

ー 調査の契機
中西 時男、中西 敏雄、中西

藤木千寿子、前田きみ子、松田

賢、中野

市子、三浦

栄美

正代

古轡通り B遺跡は、三重県松阪市早馬瀬町字古轡

通りに所在し、松阪市遺跡番号651の周知の遺跡であ

る。当遺跡は、砂利採取に伴い平成6年 1月に松阪

市教育委員会により試掘調査が実施された。調査の

結果、弥生時代から室町時代の遺物が確認されたた

め事業は中止され、遺跡は保存された。

その後、平成10・11年度県営ほ場整備事業（漕代

地区）が計画された。これを受けて、遺跡保存に向

けて松阪地方県民局農林商工部と文化財保護の協議

を重ねた。その結果、事業に伴い保存不可能な部分

について調査を実施し、記録保存することとなった。

’
'
,
 

2

1

 
9
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調査の経過

現地調査経過の概要

調査は 2ヶ年にわたって行われた。第 1次調査は、

農道予定部分の650面を対象範囲とし、平成10年の 9

月16日から10月29日にかけて行った。調査区は北側

の400面をA地区、南側の250面をB地区とした。ま

た、第 2次調査は、現況が畑地の部分2,400面を対象

範囲とし、平成11年の 5月10日から 9月20日にかけ

て行った。排土の置き場確保のため調査区を半分に

分けて調査を実施した。

現地調査にあたっては、地元地区在住の方々に補

助をしていただいた。記して感謝します。

〔第 1次調査〕

青木香代子、岩田

奥田

橘

松代、楠木

とみ、中井

中西八重子、中野

青木

奥田

一訓、岩田

松代、阪井

柴田きぬ子、鈴木

修、岡山富美子、奥井

和江、田所きぬ子、橘

稔子、永崎

栄美、中村みちよ、西村津弥子

藤木千寿子、前田きみ子、三浦

〔第 2次調査〕

和代、鈴木

幸美、中西美奈子

正代、脇田

田所

田中

修、岡山富美子、奥井

邦好、阪井志津子、澤

久雄

とし子

房子

勇、田所きぬ子、 田所智佐子、 田所

久雄

みちる

久子、田替藤いつ子

好子

幸美

山際

(2) 

哲也、渡辺

調査日誌（抄）

〔第 1次調査〕

1998年

9月17日

9月25日

9月29日

10月 1日

10月 6日

10月 9日

10月12日

10月13日

10月20日

10月21日

10月26日

10月30日

1999年

3月 8日

忠雄

重機による表土掘削を開始する。

表土掘削を終了する。地区設定。

掘削作業開始。 A地区から始める。排水

を兼ねたトレンチを掘り、下層を確認した

が遺構・遺物なし。 SKIからロクロ土師

器がまとまって出土する。

大雨。調査区水没する。

A地区の写真撮影を行う。

A地区遺構実測を終了する。

B地区の掘削作業を開始する。漕代幼稚

園の遺跡見学が行われる。

SDll・SD13・SD14を掘削する。古

墳時代の壺などが出土する。

石組み井戸 SE16を掘削する。

小雨の中、 B地区写真撮影を決行する。

B地区遺構実測を終了する。

松阪地方県民局農林商工部に引渡す。

地元住民対象にスライド上映会を開催。

〔第 2次調査〕

1999年

5月10日

5月13日

5月14日

5月17日

5月20日

5月28日

6月 1日

義一、辻 妙子、中井 稔子、永崎

6月 2日

6月 3日

重機による表土掘削を開始する。

表土掘削を終了する。

地区設定。発掘用具を搬入する。

掘削作業を開始する。

1号墳を検出する。

g 6区で多数の pitを検出する。

残りの i1,...,_, k 8区の重機による表土掘

削を行う。

S D30から土製支脚が出土する。

h 5,...,_,7区でも多数の pit列を検出する。

何か特殊な建物か？

-1 -



6月8日 県政レポーターの取材を受ける。

6月10日 掘削作業を終了する。写真撮影を開始す

る。

6月11日 途中にわか雨にあうが、写真撮影終了。

6月14日 遺構実測を開始する。

6月18日 遺構実測を終了する。

6月21日 前半部分の調査区の埋め戻しを開始する。

6月28日 埋め戻しを終了する。後半部分の調査区

の重機による表土掘削を開始する。

7月2日 表士掘削を終了する。地区設定。

7月6日 掘削作業を再開する。

7月8日 北壁の土層断面図を作成する。

7月12日 3号墳を検出する。

7月15日 4号墳 ・SD48を検出する。

7月29日 教員研修の 7名が参加する。

8月9日 S E51・53を検出する。

8月16日 排土の一部を西方の畑地に移動する。

8月17日 S E51の遺構実測を開始する。

8月19日 S E51の遺構実測を終了する。

8月22日 掘削作業を終了する。

8月23日 写真撮影を開始する。

8月24日 遺構実測を開始する。

8月26日 遺構実測を終了する。

8月27日 S E51の断ち割りを行う。 SE53の補足

調査を行い、検出面より深さ約2.5mの所で、

井戸枠を確認する。

9月 1日 松阪市政記者クラブで資料提供を行う。

9月 2日 S E53の井戸枠の掘削を開始する。枠内

にほぼ完存する土師器壷などを確認する。

9月4日 午前中の雨もあがり、午後 2時から現地

説明会を開催する。 110名の参加を得る。

9月 7日 大雨のため、 SE53が水没する。

9月13日 S E53の井戸枠の取り上げを行い、掘削

を終了する。

9月14日 テントの片付けなどを行う。本日で現場

作業を終了する。

9月20日 松阪地方県民局農林商工部に引き渡す。

(3) 文化財保護法等にかかる諸通知

文化財保護法（以下、「法」）等にかかる諸通知は、

以下により文化庁長官あてに行っている。
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〔第 1次調査〕

・法第57条の 3第 1項（文化庁長官あて）

平成10年 9月14日付農基第78-4号（県知事通知）

・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成10年 9月30日付教生第1031号（県教育長通知）

・遺失物法にかかわる文化財発見・認定通知（松阪

警察所長あて）

平成10年11月17日付教生第 8-28号（県教育長通

知）

〔第 2次調査〕

・法第57条の 3第 1項（文化庁長官あて）

平成11年4月12日付農基第201号（県知事通知）

・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成11年 5月10日付教生第322号（県教育長通知）

・遺失物法にかかわる文化財発見・認定通知（松阪

警察所長あて）

平成11年10月18日付教生第4-25号（県教育長通

知）

3 調査の方法

(1) 調査区の設定

調査区内を 4m四方の枡目で切ることによって小

地区を設定した。第 1次調査のA地区は、西から東

に1"--'10、北から南へA"--'Fとした。また、 B地区

では、西から東に 9"--'15、北から南へG"--'Jを配置

した。第 2次調査は、西から東へ 1"--'15、北から南

ヘ a"--'1を配置した。なお、この小地区設定は国士

座標軸とは無関係である。

(2) 遺構図面

調査区の全体の平面図は、縮尺 1/20または縮尺 1/

50で作成した。各土層断面図については、縮尺 1/20 

で作図した。出土遺物を伴う遺構は、縮尺 1/10また

は1/20で作成した。

(3) 掘削方法

表土は重機で、包含層以下・遺構までを人力で行っ

た。 （坂倉一光・奥野実）



II 
位置と歴史的環境

1 遺跡の位置

古轡通り B遺跡・古轡通り古墳群(1)は、行政上は

三重県松阪市早馬瀬町字古轡通りに所在する。

当遺跡は、松阪市南部を流れる櫛田川右岸の低位

河岸段丘上に立地している。西方には櫛田川が流れ、

遺跡周辺には田園風景がひろがっている。

当遺跡の時期的変遷についてみていく場合、櫛田

川（祓川）の河道の変動などにも注意しなければな

らない。現在、櫛田川の分流となっている祓川は、

かつては櫛田川本流であったと考えられている。櫛

田川は現河道と祓川との間で幾度も乱流を繰り返し、

永保2年 (1082)の地震と洪水により、現河道になっ
① 

たと伝えられている。

2 歴史的環境

当遺跡の所在地である松阪市早馬瀬町は、古代に
② 

おいて漕代郷に属しており、中世には東寺領大国荘
③ 

の荘域に含まれていたと考えられている。近世に入っ

て、鳥羽藩領となり、寛永10年 (1633)には幕府領、

その後の寛永12年 (1635) からは津藩領に属した。

また、旅籠屋・茶屋などが点在し、伊勢街道の街道
④ 

筋として栄えた。

当遺跡の周辺では、近年、漕代地区のほ場整備事

業に伴って発掘調査が実施され、当地域の歴史が次

第に明らかにされつつある。

ここでは当遺跡に関連する弥生時代～室町時代の

遺跡を中心に述べていく。

(1) 弥生時代

弥生時代の遺跡については、当遺跡周辺で見つかっ

ておらず、祓川右岸で多く確認されている。

金剛坂遺跡(2)からは、弥生時代後期の方形周溝墓
⑤ 

14基などが検出されている。また、寺垣内遺跡(3)で

は、弥生時代中期から古墳時代前期の方形周溝墓25
⑥ 

基をはじめ、竪穴住居など多数の遺構が確認された。

コドノ B遺跡(4)では、弥生時代後期から古墳時代初

めにかけての竪穴住居10棟や方形周溝墓9基などが
⑦ 

見つかった。

櫛田川左岸では、櫛田遺跡群(5)の北ノ垣内地区か
⑧ 

ら弥生時代中期の溝などが検出された。また、琵琶

垣内遺跡(6)では、弥生時代中期や後期の溝が検出さ

れた：

(2) 古墳時代

古墳時代においては、櫛田川の河道も安定してき

たのか多くの遺構・遺物が当遺跡周辺においても確

認されている。

中の坊遺跡(7)からは、古墳時代中期の一辺8.5mの

大型の竪穴住居跡や土坑から50余りの士師器高杯が
⑩ 

出土した。また、古川遺跡(8)では、 4世紀後半の S
⑪ 

字状口縁台付甕が出士している。横地面畑遺跡(9)か
⑫ 

らは、古墳時代後期の方墳が検出されている。

祓川右岸のコドノ A遺跡(10)からは、古墳時代後期
⑬ 

の須恵器杯・土師器甕などが出士した。

コドノ A遺跡の南方には、玉城丘陵と呼ばれる標

高110mから130m程度の低丘陵が群がるように連なっ

ており、数多くの古墳が分布している。

神前山古墳群(11)は23基あり、 1号墳からは画文帯

神獣鏡が 3面出土し、 5世紀前半に造られたと考え
⑭ 

られている。また、大塚古墳群(12)は22基からなり、

1号墳は帆立貝式前方後円墳で、 5世紀後半から 6
⑮ 

世紀前半の築造と思われる。さらに、大塚古墳群の

西方には河田古墳群(13)がある。古墳の数は100基以上

からなり、今までに64基が発掘調査されている。調

査された古墳は、 7世紀前後の短期間に集中的に造
⑯ 

営されたと推定されている。

櫛田川左岸の瀬干遺跡(14)では、古墳時代前期前葉
⑰ 

の方形周溝墓6基が検出されている。また、琵琶垣

内遺跡からは、古墳時代前期の竪穴住居2棟などが
⑱ 

確認されている。

琵琶垣内遺跡の西方及び南西方の低丘陵にも、多

くの古墳が分布している。

天王山古墳群(15)からは、須恵器や埴輪が出土して

おり、 5世紀後半から 7世紀後半にかけて古墳群が
⑲ 

造営されたと思われる。また、山添2号墳(16)は、 6

世紀後半に築造されたと考えられている。副葬品と

しては、須恵器杯身・杯蓋のほか鉄剣、馬具ー式、
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⑳ 

玉類などが出土した。

(3) 奈良•平安時代

次の奈良•平安時代では、当遺跡周辺の横地裔畑

遺跡で奈良時代の竪穴住居 1棟と土坑2基が、横地

西ノ垣内遺跡(17)で平安時代の掘立柱建物10棟などが
⑪ 

見つかっている。これらのことから同時期の集落は、

上記の 2遺跡それぞれに営まれていたと考えられる。

当遺跡に隣接する古轡通り A遺跡(18)からは、試掘

調査により土坑が検出され、古代の土師器杯などが
⑫ 

出土している。また、明治19年 (1886) の「伊勢国

飯野郡早馬瀬村全図」には、同遺跡内に神社があっ
⑬ 

たことが明記されている。

櫛田川左岸の琵琶垣内遺跡では、奈良時代末から

平安時代前半の掘立柱建物や井戸などが検出された。

また、大川上遺跡(19)からは、「神宮寺」の墨書が施さ

れた土師器杯が出土し、 9世紀後半に伊勢神宮寺が
⑭ 

所在していた可能性が考えられている。同遺跡内に
⑮ 

隣接して延喜式内社「神山神社」が存在している。

(4) 鎌倉・室町時代

鎌倉・室町時代になると多数の遺跡が見つかって

いる。当遺跡周辺でも櫛田川の流れが安定したため

か、多数の遺構や遺物が確認されている。

古川遺跡では、鎌倉時代の掘立柱建物 1棟や石組

み井戸 4基などが検出されている。また、横地西ノ

垣内遺跡からは、鎌倉時代の掘立柱建物 1棟や溝・

士坑などが検出され、土師器甕や山茶椀などが出士

した。中の坊遺跡では、室町時代の土塁や区画溝と

考えられる大溝2条と井戸2基などが確認され、有

［註］

① 松阪市史編纂委員会「松阪市史」第 1巻史料編自然 (1977

年）の267頁。

② 池辺 禰「和名類緊抄郡郷里騨名考證」（吉川弘文館、1981

年）の293頁。

③ 水野章二「大国・川合荘」（「講座 日本荘園史6 北陸地

方の荘園・近畿地方の荘園 I』、吉川弘文館、 1993年）。

④ 三重県教育委員会『伊勢街道一歴史の道調査報告書』 (1986

年）の101頁"'102頁。

⑤ 山澤義貴・谷本鋭次「金剛坂遺跡発掘調査報告』（明和町
教育委員会、 1971年）。

田村陽ー・浅尾 悟・宮田勝功「金剛坂遺跡」（「昭和59年

度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』、三重県

教育委員会、 1985年）。

萩原義彦・川崎志乃「金剛坂遺跡〔第4次〕・辰ノロ古墳

群〔第 2次〕発掘調査報告」（三重県埋蔵文化財センター、

1999年）。

⑥ 中野敦夫「寺垣内遺跡発掘調査概要」（「第6回三重県埋蔵

文化財発掘調査報告会」資料、 1985年）。

⑦ 三重県埋蔵文化財センター「三重県埋蔵文化財センター年
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力階層の屋敷跡の存在が推定されている。横地高畑

遺跡からは、室町時代の掘立柱建物 2棟や石組み井

戸 1基などが検出された。

櫛田川左岸でも多くの遺跡が確認されている。

櫛田遺跡群の池ノ端地区からは室町時代の遺構と

して士坑墓や溝、鼈などが検出された。主な遺物は

士師器皿や土師器鍋、蔵骨器などである。また、か

ん志ゆう地区では、鎌倉時代の掘立柱建物や溝が検
⑯ 

出された。

山添遺跡~0)では、鎌倉・室町時代の掘立柱建物や

石積み井戸などが検出され、中世集落跡と考えられ

ている。出士遺物は、土師器皿・鍋や常滑産の鉢．
⑰ 

甕などの日常雑器類が大半を占めている。

当地域における中世の遺跡で検出される井戸につ
⑳ 

いては、石組み井戸が主体になると言われている。

今後は、当地域における石組み井戸工人の存在など、

別の視点での検討も必要であろう。

山添遺跡の南西方の丘陵上には、興国 3年 (1342)

に落城するまで南朝側の重要な軍事的拠点として機
⑳ 

能を果たした、神山城跡⑫1)がある。

以上のように、古轡通り B遺跡・古轡通り古墳群

周辺の遺跡を概観してきた。古墳時代と中世（平安

時代末～室町時代）を中心に人々の生活の痕跡が数

多く確認されている。

今後の調査により、さらに当地域の歴史が解明さ

れていくことを期待する。 （田上 稔）

報』 (1999年）の13頁。

⑧ 宇河雅之「北ノ垣内遺跡」（『瀬干遺跡・綾垣内遺跡・柳辻

遺跡・大蓮寺遺跡・北ノ垣内遺跡』、三重県埋蔵文化財セン

ター、 1996年）。

⑨ 奥野実『琵琶垣内遺跡〔第 2次〕発掘調査報告』（三重県

埋蔵文化財センター、 1999年）。

⑩ 以下、中の坊遺跡については、下記の文献による。

伊藤裕之『中の坊遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財

センター、 1997年）。

⑪ 以下、古川遺跡については、下記の文献による。

伊藤裕之『古川遺跡・山口遺跡発掘調査報告」（三重県埋

蔵文化財センター、 1996年）。

⑫ 以下、横地高畑遺跡については、下記の文献による。

中川明『横地高畑遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財

センター、 1998年）。

⑬ 西出 孝『コドノ A遺跡・コドノ B遺跡〔第 1次〕発掘調

査報告』（三重県埋蔵文化財センター、 1998年）。

⑭ 下村登良男『神前山 1号墳発掘調査報告』（明和町教育委

員会、 1973年）。

⑮ 下村登良男「河田古墳群周辺の古墳分布」（「河田古墳群発



掘調査報告III」、多気町教育委員会、 1986年）。

⑯ 前掲⑮と同じ。

⑰ 宇河雅之「瀬干遺跡」（『瀬干遺跡・綾垣内遺跡・柳辻遺跡・

大蓮寺遺跡・北ノ垣内遺跡』、三重県埋蔵文化財センター、

1996年）。原田恵理子「瀬干遺跡〔第2次〕発掘調査報告』（三

重県埋蔵文化財センター、 2000年）。

⑱ 以下、琵琶垣内遺跡については、下記の文献による。

野原宏司「閑浄寺遺跡発掘調査現地説明会資料」（三重県

教育委員会、 1987年）。

⑲ 松阪市史編纂委員会『松阪市史」第2巻 史料編・考古(1978

年）の381頁-383頁。

⑳ 福田哲也『山添2号墳発掘調査報告書」（松阪市教育委員

会、 1998年）。

⑪ 以下、横地西ノ垣内遺跡については、下記の文献による。

大川 操『横地西ノ垣内遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵

文化財センター、 1999年）。

⑫ 三重県埋蔵文化財センター『三重県埋蔵文化財センター年

報8』(1997年）の62頁。

⑬ 松阪市史編纂委員会『松阪市史』別巻 松阪地図集成(1977

年）の116番。

⑳ 柴山圭子『大川上遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財

センター、 1999年）。

⑮ 小林裕八「神山神社」（『武内社調査報告』第 6巻、皇學館

大学出版部、 1990年）。

⑳ 木野本和之・高田恵理子『櫛田地区内遺跡群発掘調査報告

II』（三重県埋蔵文化財センター、 1997年）。

⑰ 新田 洋『山添遺跡発掘調査報告』（三重県教育委員会、

1979年）。坂倉一光「山添遺跡〔第2次〕」『山添遺跡〔第2

次〕・里中遺跡ほか』（三重県埋蔵文化財センター、1997年）。

⑳ 水谷 豊「石組井戸と木組井戸一三重県内の資料から見た

その使い分けー」（「研究紀要』第 8号、三重県埋蔵文化財セ

ンター、 1999年）。

⑳ 『日本城郭体系10、三重・奈良・和歌山』（新人物往来社、

1980年）の149頁,..,_,150頁。

第 1図 遺跡位置図 (1: 50,000 国土地理院「松阪』『国束山』 1: 25,000から）
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第 2図遺跡地形図 (1: 5,000) 

第 3図調査区位置図 (1: 2,000) 〔■試掘坑〕
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〈溝〉

遺構名 位 置 上面規模 (m) 深さ(m) 時 期 備 考

S D13 H・I・J 10 幅0.8,..._,3.0 0.5,..__,0.9 古墳後期

e ,..._, 1・11"-'14 

S D25 a,..._, C• 1 幅0.4以上,..._,1.2以上 0.1 古墳後期 西方は調査区外に続く

1号墳を切る

S D30 f ,...._, k・1 幅0.8,..._,1.5 0_3,...__,0_4 室町前期 北方は調査区外に続く

S D38 k2 幅0.6,...,_,1.0 0.1,...___,0.3 古墳後期 南方は調査区外に続く

S D39 j 7・8 幅0.g,,.__, 1. 8 0.3,..._,0.7 古墳後期 2号墳に切られる

S D41 h6・7 幅0.2,...__,0.3 0.2 古墳後期 SK35に切られる

〈土坑〉

遺構名 位 置 平面形 上面規模 (m) 深さ(m) 時 期 備 考

SKI D・E 9 楕円形 長径2.6、短径0.6 0.2 平安末期 ロクロ土師器の廃棄土坑

S K15 H 9・10 楕円形 長径1.1以上、短径0.8 0.2 室町前期 北方は調査区外に続く

S K17 H12・13 楕円形 長径1.3、短径1.0 0.3 古墳後期

S K18 I 14 楕円形 長径2.2、短径0.7 0.1 古墳中期 廃棄土坑

S K19 H13 楕円形 長径1.2、短径0.6 0.2 古墳後期 pit6に切られる

SK20 I 11 楕円形 長径0.7、短径0.6 0.1 古墳後期

S K21 I 11 楕円形 長径0.9、短径0.4 0.2 古墳後期

SK22 a 1 楕円形 長径2.0、短径1.0以上 0.1 古墳後期 北方は調査区外に続く

SK26 d6・e6 楕円形 長径2.3、短径0.8 0.2 鎌倉前期

SK27 e 7 楕円形 長径1.7、短径1.4 0.4 古墳後期 廃棄土坑

SK29 a 5 楕円形 長径0.7、短径0.5 0.2 古墳後期

S K31 g 7 円形 径1.0 0.3 古墳後期

SK32 f 7 楕円形 長径1.6、短径0.7 0.2 鎌倉前期

SK33 h7 楕円形 長径0.7、短径0.5 0.3 古墳前期

SK34 g 7 不定形 長径1.7、短径1.0 0.4 古墳後期

SK35 i 7・8 不定形 長径3.5、短径1.8 0.3 室町前期 S D41を切る

S K37 k3 楕円形 長径1.3、短径1.2 0.3 古墳後期

SK40 i 8 円形 径0.8 0.3 古墳後期

SK44 d 12 楕円形 長径1.5、短径1.2 0.4 古墳後期

SK45 f 14 楕円形 長径1.1、短径0.4 0.3 古墳後期

SK47 hll 楕円形 長径1.2、短径0.7 0.2 古墳後期

SK49 h 13 楕円形 長径1.6、短径1.0 0.5 古墳後期

SK50 i 10 不定形 長径2.3、短径1.9 0.8 鎌倉後期

SK52 f 10 楕円形 長径1.5、短径1.0 0.5 古墳前期 S E53上で重複して検出

第 1表溝・土坑一覧表
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III 基本層序と遺構

1 基本層序

基本層序は、上から第 1層：暗灰色粘質土〔表士〕、

第2層：暗灰黄色土に黄褐色粘質土まじる、第3層：

暗褐色砂質土に灰黄褐色粘質土まじる〔包含層〕、第

4層：オリーブ褐色砂質土に灰黄褐色粘質土まじる

〔包含層〕・にぶい黄褐色砂質土に灰黄褐色粘質土ま

じる〔包含層〕、第 5層：にぶい黄褐色粘質土〔地山〕

となる。遺物包含層は第 3層・第 4層で、遺構検出

面は第 5層上面である。（第 5図参照）。

2 遺構

調査で確認された遺構は、古墳時代と中世（平安

時代末～室町時代）に大きくわけることができる。

以下、主な遺構について概述する。遺構の深さは

全て検出面からの数値である。

なお、溝・土坑については、一覧表（第 1表）も

参照されたい。
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第 7図 S B42実測図 (1: 100) 
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(1) 古墳時代前期

A 掘立柱建物

S 842 (第 7・8図） 調査区西ほぼ中央部で検出

した。 2間X2間 (4.4mX3.9m)の身舎の四面に、

南北 5間x東西4間 (8.2mX7.lm)の庇が付く掘

立柱建物であると考えられる。身舎と庇の柱筋は通

らない。一応南北棟と考えられ、棟方向はN2°Eで

ある。

柱間寸法については、柱痕跡が確認できなかった

ため、柱穴中央を基準として推定している。身舎で

は桁行が2.2mの等間となり、梁行も1.95mの等間と

なる。庇部分は桁行が北から1.6m+l.7m+l.4m+ 

l.7m+l.8mとなる。また、梁行は西からl.7m+

1. 7m+l.9m+l.8mとなる。側柱列と入側柱列の柱

間は、桁行が1.6m、梁行が1.9mとなる。

柱穴が重複するので、 3時期の建て替えの可能性

がある。同じ建物の柱穴で、側柱列と入側柱列の柱

間は南北面が1.9m・西面が1.9m・東面が1.6mの建

て替え例も考えることができる。

身舎部分の柱穴は円形を呈するものが多く、径は

0.4m~0.7mで、深さは径0.3m~0.7mである。ま

た、庇部分の柱穴は楕円形を呈するものが多く、柱

穴は径0.3m~0.6mで、深さは径0.2m~0.8mであ

る。北西隅の 9の柱穴は検出できなかった。

南方の18~21の柱穴は 2 号墳の周溝によって削平

され、 22の柱穴のみが残存している。柱穴の埋土は、

暗褐色砂質土である。柱穴から出土した土器は、中

世の土師器片や山茶椀の細片が微量混入していたが、

古墳時代前期の土師器片が大多数を占める。 17の柱

穴からは、土師器高杯 (3) が出土した。

後述する SE53と有機的関係のある建物と考える

ことができる。

B 井戸

S E53 (第 9図） 調査区の東ほぼ中央部で検出し

た。掘削作業については、危険が伴うと判断したた

め、止むをえず重機による掘削作業に変更した。

掘形は楕円形を呈し、長径3.9m・短径3.lm・ 深

さ3.5mの断面逆台形状である。埋土は 3層に分けら

れる。上から暗褐色粘質士に小石がまじる・青灰色

粘質土• 青灰色粘質土に 5cm大の小石がまじる。外

径約0.7m・ 残存高0.5mの木製のくり抜きの井戸枠

i
 

， 
26 

9

0

 

ー20 
21 

18 

5m 

第8図 S 842柱穴配置図 (1: 200) 

(29)が、掘形のぼぼ中央部の深さ約 3mの所に残

存していた。また、その周りにも方形を意識して組

まれている縦板材 (28)が残存していた。それらは、

腐食のため 3つに分かれていた。

井戸枠内からは遺存状態の良好な土師器の壷 (4"-' 

20)や甕 (21"-'26)・ 高杯 (27)などがまとまって出

土した。

先述した SB42とセット関係にある井戸と考えら

れる。位置関係については、 SB42の北東隅の庇部

分の柱穴を基点とし、 SE53のくり抜き井戸枠の中

心部までを見てみると、 SB42の北東方約16mのと

ころに存在している。

C 土坑

S K52 S E53上で検出した。 SE53を切っている。

楕円形を呈し、規模は長径1.5m・短径1.0m・ 深さ

0.5mである。土師器壷 (30)や甕片などが出土した。

(2) 古墳時代中期

A 土坑

S K18 (第10図） 調査区の南東端部で検出した。

楕円形を呈し、規模は長径2.2m・ 短径0.7m・ 深さ

O.lmである。士師器壷 (42・43)や高杯 (44"-'47)

筒形土製品 (48)などがまとまって出土した。

(3) 古墳時代後期

A 古墳

1号墳（第11図） 調査区の北部で周溝のみを検出

した。周溝内側の下端を基底線とすると、墳丘規模

は径約23mである。円墳である。周溝は、東側が幅

約2.4m・深さ約0.3m、西側が幅約1.5m・深さ約

0.2m、南側が幅約1.8m・ 深さ約0.3mである。東側

と西側の周溝の一部は調査区外に続くと推定される。

-13-
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第10図 S K18土器出土状況図 (1: 20) 

北方の周溝は削平により検出できなかった。埋土は、

にぶい黄橙色土ににぶい黄褐色粘質土がまじる。

周溝からは須恵器の杯身 (52)や杯蓋 (53)・冦 (54)、

士錘 (55)、ガラス製小玉 (56) などが出土した。

築造時期については、 53が田辺昭三氏による陶邑

編年のTKlO型式に、 52・54がTK43型式に並行す
① 

るとみられ、 6世紀後半と考えられる。

なお、調査時は、 SD 3・4・5・S X 23の遺構

番号を付けて遺物を取り上げた。

2号墳（第12図） 調査区の中央南端部で周溝のみ

を検出した。周溝内側の下端を基底線とすると、墳

丘規模は径約19mである。円墳である。周溝は、北

側が幅約1.7m・ 深さ約0.5m、西側が幅約1.9m・ 深

さ約0.6m、東側が幅約3.3m・ 深さ約0.5mである。

周溝は、南方の調査区外に続くと推定される。埋土

は基本的に 3層に分けられる。上からにぶい黄褐色

土にオリーブ褐色砂質土がまじる・灰黄褐色粘質土・

灰黄褐色粘質土ににぶい黄橙色粘質土がまじる。

周溝からは、土師器の長胴甕 (57・60)や甕 (58・

59・61)・高杯(62・63)、不明士製品(64)、土錘(65,..__,

67)、須恵器の甕 (68,..__,70)や杯蓋 (71,..__,73)・杯身

(74)・高杯 (75) などが出土した。

築造時期については、 71・74がTKlO型式に、 72・

73はTK43型式に並行するとみられ、 6世紀後半と

考えられる。

なお、調査時は、 SD14・S X36の遺構番号を付

けて遺物を取り上げた。

3号墳（第13図） 調査区の東部で周溝のみを検出

した。周溝内側の下端を基底線とすると、墳丘規模

は径約20mである。円墳である。また、周溝の北西

方には張り出しがみられ、造り出しの可能性もある。

周溝は、北側が幅約4.3m・ 深さ約0.5m、南側が幅

約3.2m・ 深さ約0.8m、西側が幅約3.9m・ 深さ約

0.7m、東側が幅約3.6m・ 深さ約0.9mである。東側

の周溝の一部は調査区外に存在すると推定される。

埋士は基本的に 3層に分けられる。上から灰黄褐色

砂質士ににぶい黄褐色粘質土がまじる・灰黄褐色粘

質土ににぶい黄褐色粘質士がまじる・オリーブ褐色

砂質士ににぶい黄褐色粘質土がまじる。

周溝からは、土師器の杯 (76・77)や高杯 (78------

80)、士錘 (81・82)、不明土製品 (83)、須恵器の杯

蓋 (84)や杯身 (85)・壷 (86・87)・甕 (88------90)、

滑石製有孔円盤 (91)などが出土した。

築造時期については、 84------86がTKlO型式に並行

するとみられ、 88・89がMT15型式に並行するとみ

られ、 6世紀中頃と考えられる。

なお、調査時は、 SD2・S X43の遺構番号を付

けて遺物を取り上げた。

4号墳（第14図） 調査区の南部で周溝のみを検出

した。周溝内側の下端を基底線とすると、一辺約15m

以上の方墳と考えられる。周溝は、北側が幅約4m・

深さ約0.8m、西側が幅約3.4m・ 深さ約0.7mである。
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6. にぶい貴襴色帖賣土
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4m 
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lQm 

第12図 2号墳実測図 (1: 200)及び土層断面図 (1: 80) 

東側の周溝の一部と南側の周溝は調査区外に続くと

推定される。埋士は基本的に 3層に分けられる。上

から灰黄褐色砂質士ににぶい黄褐色粘質土がまじる・

灰黄褐色粘質士ににぶい黄褐色粘質土がまじる・オ

リーブ褐色砂質土ににぶい黄褐色粘質土がまじる。

周溝からは、土師器の高杯 (92)や土錘 (93・94)

須恵器の高杯 (95・98・99)や杯身 (96)・甕 (97)

冦 (100)などが出土した。

築造時期については、 96がTKlO型式に並行する

とみられ、 6世紀中頃と考えられる。

なお、調査時は、 SD 11・12・24・S K 28・S X 

46の遺構番号を付けて遺物を取り上げた。

B 溝

S D13 調査区の南部で検出した。北端部は幅0.8m・

深さ0.6mで、 SK49付近では幅 3m・ 深さ0.9mで

ある。また、 SK21の北西方では幅2.5m・ 深さ0.6m

で、南端部は幅1.6m・深さ0.5mである。一部を除

き、底部中央部はU字状にくぼみ、両側がテラス状

になっている。南から東へ流れていたと考えられる。

埋土は基本的に 3層に分けられる。上から灰黄褐色

粘質土ににぶい黄褐色粘質土がまじる・にぶい黄橙

色粘質土ににぶい黄褐色粘質土がまじる・オリーブ

褐色砂質土ににぶい黄褐色粘質土がまじる。土師器

の長胴甕 (101)や甕 (102"-'104)・甑 (105)・高杯

(106)、不明土製品 (107)、土錘 (108・109)、須恵

器の冦 (110)や杯蓋 (111)・杯身 (112)などが出

土した。

時期については、 111・112がTK43型式に並行す

るとみられ、 6世紀後半と考えられる。

なお、一次調査はSD13、二次調査では SD48の

遺構番号を付けて遺物を取り上げた。

C 土坑

S K27 (第14図） 調査区のほぼ中央部で検出した。

楕円形を呈し、規模は長径1.7m・短径1.4m・ 深さ
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3. オリープ楊色砂質土ににぶい黄襴色粘質土がまじる

4. 橘灰色砂質土ににぶい黄褐色粘質土がまじる
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第13図 3号墳実測図 (1: 200)及び土層断面図 (1: 80) 

-18-



a b 
11.0m 

C d 
11.0m 

攣
1 • 灰貢撮色砂質土ににぶい貢襴色粘質土がまじる

2. 灰黄撮色詰質土ににぶい貢撮色粘質土がまじる

3. オリープ楊色砂質土ににぶい貢撮色粘質土がまじる

4. にぶい貢襴色粘質土

5. オリープ襴色砂質土

6. にぶい黄襴色粘質土〔地山）
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第14図 4号墳実測図 (1: 200)及び土層断面図 (1: 80)・S K 27実測図 (1: 40)・ 
pit 1土器出土状況図 (1: 20)・pit 5土器出土状況図 (1: 20) 
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第15図 SK1土器出土状況図 (1: 20) 

0.4mである。埋土は灰黄褐色粘質士である。

士師器の甕 (113・114)や高杯 (115)・杯 (116)・

壷 (117)、士錘 (118)、須恵器の杯身 (119)や有蓋

高杯 (120)などがまとまって出土した。

時期は、 119がMT15型式に並行するとみられ、 6

世紀前半と考えられる。

S K31 調査区のほぼ中央部で検出した。円形を呈

し、規模は径 lm・ 深さ0.3mである。この底部には

径0.3m・ 深さO.lmのくぼみがみられる。土師器杯

(121)や須恵器片などが出土した。

S K37 調査区の南西端で検出した。楕円形を呈し、

規模は長径1.3m・ 短径1.2m・ 深さ0.3mである。埋

土は灰黄褐色粘質士である。土師器片や須恵器杯身

(129)などが出土した。

時期は、 129がMT15型式に並行するとみられ、 6

世紀前半と考えられる。

D 小穴

pit 1 (第14図） 調査区の北東端部で検出した。径

0.5m・深さ0.3mである。古墳時代後期の須恵器有

蓋高杯の蓋 (126)が出土した。他に同時期のものと

思われる土師器甕なども出土した。

pit 5 (第14図） 調査区の南端部で検出した。径

0.2m・深さ0.3mである。土師器鉢 (122)が出土し

た。

(4) 平安時代

A 土坑

SK 1 (第15図） 調査区の中央部東端で検出した。

楕円形を呈し、規模は長径2.6m・短径0.6m・ 深さ

0.2mである。遺物は土師器の皿 (149)や鍋 (150"-'

152)、ロクロ土師器の皿 (133"-'142)や椀 (143'----146)・

台付き皿 (147・148)、山茶椀の小椀 (153・154)や

椀 (155・156)がまとまって出土した。廃棄土坑と

考えられる。ロクロ土師器皿が量的にも多数を占め、

完形のものもいくつか存在した。山茶椀は割れた後、

硯に転用されていた。

これらの遺物より、平安時代末期と考えられる。

(5) 鎌倉時代

A 掘立柱建物

S B54 (第16図） 調査区の東端部で検出した。桁

行 3間x梁行3間と推定される総柱の掘立柱建物で

ある。棟方向は東で南に23度振れる東西棟である。

建物としてまとまったのは 3間X3間分であるが、

3号墳の周溝上や調査区外などに未検出の柱穴が存

在する可能性もあり、建物の規模が拡大する可能性

もある。柱掘形は、径0.3"-'0.5m・ 深さ0.2"-'0.5m

である。建物の規模は、桁行6.6m・梁行6.3mであ

る。柱間寸法は桁間が西から1. 95m + 2. 4m + 2. 25m、

梁間が北から1.65m+2. lm +2.55mである。矢印の

柱穴の掘形埋土から土師器小皿 (179)が出土した。
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第16図 S B54実測図 (1: 100) 水糸高は11.40m

B 井戸

S E16 調査区の南端部で検出した。円形の石組み

井戸である。掘形は、楕円形で長径約4.5m・ 短径約

3.6mである。深さ約0.8mまで掘り下げたが、危険

であるため掘削を中止した。石組み部分の内径は約

lmであった。検出面から約0.6mまでは石が崩れて

いた。それ以下は、きれいに石が組まれているのを

確認した。井戸の埋士から山茶椀 (164~167) が出

士した。

C 土坑

S K32 調査区のぼぼ中央部で検出した。楕円形を

呈し、規模は長径1.6m・ 短径0.7m・ 深さ0.2mであ

る。土師器の皿 (183)や山茶椀片などが出士した。

SK50 調査区の南東部で検出した。楕円形を呈し、

規模は長径2.3m・ 短径1.9m・深さ0.8mである。土

師器鍋 (162)、山茶椀 (163)などが出土した。

(6) 室町時代

A 井戸

S E51 (第17図） 調査区の南部で検出した。円形

の石組み井戸である。掘形は、楕円形で長径約3m・

短径約2.7m・ 深さ約2.9mである。埋土は灰黄褐色

粘質土である。石組み部分の内径は約0.9mである。

石組みは隙間なく、しつかりと組まれている。また、

石の積み方は上部では円形であるが、底の方では方

形を意識してつくられている。一番底には0.4m大の

方形の石が 3方向にすえられている。上部の石組み

に使われている石は、長さ0.3m・幅O.lm・ 高さ0.1

m程度の丸みをおびた川原石である。土師器の鍋 (168,..._,

170)や羽釜 (171)、天目茶椀 (172)・緑釉小皿 (173)

などが出土した。

B 溝

S030 鵬区の西疇で検出した。北端部は幅0.8m・

深さ0.4mで、南端部では幅0.9m・ 深さ0.3mである。

また、一番幅広い部分は1.5m・ 深さ0.5mである。

埋土は、オリーブ褐色砂質土ににぶい黄褐色粘質土

がまじっていた。南から東へ流れていたと考えられ

る。士師器小皿 (160・161)や山茶椀片、陶磁器片

などが出土した。

c 土坑

S K15 調査区の南端中央部の 2号墳の周溝上で検

出し、周溝を切っている。楕円形を呈するものと考

えられ、規模は長径1.lm以上・短招）.8m・深さ0.2m
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@ 

A_ 
B_ 

A_ 

゜
2m 

第17図 S E51実測図 (1: 40) 

である。土師器皿 (181)が出土した。

S K35 調査区の南部で検出した。楕円形を呈し、

規模は長径3.5m・ 短径1.8m・ 深さ0.3mである。底

部には、長径0.9m・短径0.6m・ 深さ0.2mのくぼみ

がみられる。土師器小皿(174・175)や鍋(176・177)

と常滑の大甕 (178)などが出土した。

（奥野実・坂倉一光）

〔註〕

① 以下、陶邑編年については、下記の文献による。
田辺昭三『須恵器大成」（角川書店、 1981年）。
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w 遺物

今回の調査で出土した遺物は、整理箱にして120箱

であった。これらの遺物は、古墳時代と中世（平安

時代末期～室町時代）の 2つの時期に大別できる。

以下に特徴的な遺物について概略を述べる。個々の

遺物の詳細については遺物観察表を参照されたい。

(1) 縄文時代晩期の遺物 (1・2)

1は無文帯の下に 1帯の浮線網状文を配する。全

体にヘラミガキされ、にぶい黄橙色を呈する。大洞

A式に相当すると考えられる。 2は素文の突帯文土

器である。

(2) 古墳時代前期の遺物

A S842出土遺物 (3)

柱穴からは多数の土師器の細片が出土しているが、

図化できたものは 1点のみである。土師器高杯 (3)

の脚部片で、三方透かしがみられる。

B S E53出土遺物 (4-29) 

土師器の壷 (4,...__,zo)や甕 (21,....__,26)・高杯 (27)

などがまとまって出士した。

4,...__,6は二重口縁壷である。 4は、一次口縁部の

上に短い二次口縁を作り出している。 5の口縁端部

は内側につまみ上げている。 6は一次口縁部に面を

持ち、その上に二次口縁を作り出している。突出す

る擬口縁をなしている。底部は平底で安定する。

7 ,...__,11は広口壷である。 7は口縁部が直線状にひ

らき、底部は凹底である。 8は小形壷である。口縁

部が直線状にひらき、丸底に近い平底だが安定する。

9は口縁端部をつまみ上げ、体下半部をヘラケズリ

する。 10は口縁端部が上に大きく拡張されている。

11は口縁部に外斜面を持つ。

12・13は柳ヶ坪型壷である。 12の口縁部内外面に

は羽状文が施されている。 13は頸部から一次口縁が

ひろがる。

14,....__,16は直口壷である。 14は直口壷の口縁部が広

くなったもので、底部は丸底で球体状を呈するため

安定感がない。 15・16は口縁部がやや直線状にひら

き、底部は凹底で安定している。これらの直口壷の

体部外面には、黒変がみられる。

17,....__,20は壷の底部である。 17・18は平底で安定し

2
 n□

,

 

薮
5

゜
10cm 

第18図 出土遺物実測図 1 (1 : 4) 

ている。 19にはもみがら痕が見られる。 20は平底で

ある。

21,...,.,,23は布留式期の甕である。 22・23は外弯気味

だが端部のつまみ上げはなく、頸部はすぼまり、球

形の体部をもつ。 22の体部外面にはケズリ後ミガキ

が、内面はナデが施されている。 23の体部外面には

ケズリ後ミガキが、内面はハケメが施されている。

24,...,.,,26はS字状口縁台付甕で、 24・26は赤塚次郎
① 

氏による分類のS字甕C類に相当すると考えられる。

25はS字甕C類新段階に相当すると考えられる。

27はSE53から唯一出土した高杯の杯部片である。

28・29は井戸枠である。 28は取り上げた板材の中

で残りの良好なものである。腐食が激しいため、長

さ50.0cm・幅52.0cmのみ残存していた。底部には直

線刃によるエ具痕が見られる。 29はくり抜き材であ

る。外径70cm・ 厚さ4.0cmで、最大50.0cm残存してい

た。底部内側には、高さ3.0cm・厚さ5.0cmを帯状に

削り出している。外面には直線刃によるエ具痕が残

る。

C SK52出土遺物 (30)

土師器壷や甕片などが出土した。図化できたもの

は1点のみである。広口壷で、口縁部に面を持つ。

D pit出土遺物 (33・40)

33は小形の土師器壷で、底部に焼成後穿孔がみら

れる。 40は士師器鉢で、直線状にひらく口縁部をも

つ。

E 包含層などの出土遺物 (31・32・34・35-39・

41) 

31・32・34は土師器壷である。31は柳ヶ坪型壷で、

ロ縁部内外面に羽状文が施されている。 32は口縁部
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古墳時代前期の遺物 S E53 
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第19図 出土遺物実測図2 (1 : 4) 
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に棒状浮文がみられ、内外面とも朱塗りが施されて

いる。 34は小形の壷である。

35は甕の口縁部で、内面から口縁端部にかけて横

ナデが施されている。

36,...__,38はS字状口縁台付甕である。 36はS字甕c

類に、 37はS字甕c類新段階に、 38はS字甕B類～

c類古段階にそれぞれ相当すると考えられる。

39は土師器高杯で、杯部は内弯して大きくひらく。

41は士師器鉢で、直線状にひらく口縁部をもつ。

(3) 古墳時代中期の遺物

A S K18出土遺物 (42-48)

土師器壷 (42・43)・ 土師器高杯 (44,...__,47)・筒型

土製品 (48)などがまとまって出土した。

42・43は広口壷で、 43の底部内面にはエ具痕がみ

られる。これらは古墳時代前期のもので、混入した

遺物と考えられる。 45には透かし孔がみられる。 46

は杯部の底部が平らで、脚部は直線的な柱状部を持

つ。赤塚次郎氏による編年の松河戸II式に相当する
② 

と考えられる。 44・47も同時期のものとみられる。

48は、 3cm単位で粘土ひもを積み上げて作ったもの

である。類例は、津市雲出島貫遺跡の第 2次調査で
③ 

も出士している。

B 包含層などの出土遺物 (49-51)

49は土師器高杯で、脚部は大きく緩やかな外反脚

で、透かし孔がみられる。松河戸II式に相当すると

考えられる。

50・51は須恵器甕である。口縁部外面に非常にシャー

プな突帯をめぐらす。断面はセピア色である。 51は

大甕で、体部・底部外面に叩き痕が残る。体部・底

部内面はナデられている。これらは、田辺昭三氏に
④ 

よる陶邑編年のTK216型式に相当すると考えられる。

同時期の須恵器が出土することは少なく、当遺跡の
⑤ 

周辺では、松阪市大足遺跡でも出土している。

(4) 古墳時代後期の遺物

A 1号墳出土遺物 (52-56)

須恵器 (52,...__,54)、土錘 (55)、ガラス製小玉 (56)

などが出土した。

52の杯身 ・54の冦はTK43型式に、 53の杯蓋はT

KlO型式にそれぞれ並行すると考えられる。

55はやや中膨らみの管状のものである。

56はガラス製品で、 1点のみの出土である。アル
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カリ石灰ガラス製で、コバルトで暗青灰の色をつけ

ている。

B 2号墳出土遺物 (57-75)

土師器 (57,...._,63)、不明土製品 (64)、土錘 (65,...._,

67)、須恵器 (68,...._,75)などが出土した。

57・60は長胴甕で、口縁部が外反してひらき、ロ

縁端部が上方に突出するものである。 58・59・61は

甕で、口縁部は中ほどで肥厚し、端部がわずかに立

ち上がる。 62・63は高杯で、脚部が残存している。

64は土師質で、外面にはハケメが施されている。 65,...._,

67はやや中膨らみの管状のもので、一部破損してい

る。

68,...._,70は甕である。 68は口縁部に波状文が施され

ている。 70は大甕で、意図的に割られた様な小さな

破片で出土した。 71,...._,73は杯蓋で、 71はTKlO型式

に、 72・73はTK43型式に並行すると考えられる。

74の杯身はTKlO型式に並行すると考えられる。 75

は透かしを三方にもつ長脚二段高杯である。 TK43

型式に並行すると考えられる。

C 3号墳出土遺物 (76-91)

土師器 (76,...._,80)、土錘 (81・82)、不明土製品 (83)、

須恵器 (84,...._,90)、滑石製有孔円盤 (91)などが出土

した。

76・77は杯である。 77の底部外面には、ヘラケズ

リが施されている。 78,...._,80は高杯である。 78の外面

はハケメ、 79・80の外面には、ヨコナデによる調整

がなされている。 81・82はやや中膨らみの管状を呈

し、 81は径がやや太いものである。 83は土師質で、

底部は残存し、上部と左右は破損している。全長は

不明である。

84の杯蓋 ・85の杯身は、 TKlO型式に並行すると

考えられる。 86の短頸壷も TKlO型式に並行すると

考えられる。 87の壷の口縁部には、波状文が施され

ている。 88,...._,90は甕である。 88・89はMT15型式に

並行すると考えられる。 90は大甕で、体部外面はタ

タキ、内面にはハケメが施されている。 91は滑石製

有孔円盤で、 1点のみの出士である。直径約2.5cmを

はかる。

D 4号墳出土遺物 (92-100)

土師器 (92)、土錘 (93・94)、須恵器 (95,...._,

100)などが出土した。
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92の高杯は、ナデによる調整がなされている。93・

94はやや中膨らみの管状のもので、 93は径が太いも

のである。

95は有蓋高杯の杯部のみ残存している。 96の杯身

は、 TKlO型式に並行すると考えられる。 97の甕は、

タタキにより調整がされている。 98は透かしを二方

にもつ高杯である。 99は有蓋高杯の脚部と考えられ

る。100の冦の頸部外面上半には、波状文がみられる。

口 口／

E S D13出土遺物 (101-112)

土師器 (101,,..._,106)、不明土製品 (107)、土錘 (108・

109)、須恵器 (110,,..._,112)などが出土した。

101は長胴甕・ 102,,..._,104は甕である。これらは、ロ

縁部が外反してひらき、口縁端部が上方に突出する

ものである。外面のハケメは細かい。 102の内面下半

には、ヘラケズリが施される。 105の甑は、口縁部の

みが残存している。 106の高杯は、ナデによる調整が
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施されている。107は士師質で、底部が残存している。

外面はナデ、内面にはオサエが施されている。 108・

109はやや中膨らみの管状のものである。

110の冦は、口縁部外面に波状文を施している。

111の杯蓋・ 112の杯身は、 TK43型式に並行すると

考えられる。

F S K27出土遺物 (113-120)

土師器 (113,..__,117)、土錘 (118)、須恵器 (119・

120)などがまとまって出士した。

113・114は甕で、口縁部は湾曲している。 113の体

部内面には、ヘラケズリが施されている。 115の高杯

は太めの脚部をもつ。 116の杯には、器の成形時に生

じた粘土のつなぎ痕跡がみられる。 117の壷は、底部

外面に木葉痕がある。

119の杯身は、 MT15型式に並行すると考えられる。

120は有蓋高杯で、杯部が残存している。

G S K31出土遺物 (121)

土師器片や須恵器片が出士した。図化できたもの

は1点のみである。土師器杯で、器の成形時に生じ

た粘土のつなぎ痕跡が確認できる。

H S K37出土遺物 (129)

士師器片や須恵器片が出土した。図化できたもの

は1点のみである。須恵器杯身で、 MT15型式に並

行すると考えられる。

I pit出土遺物 (122・126)

122は土師器鉢で、古墳時代前期の小形鉢の流れを

汲むものと考えられる。底部外面にはヘラケズリが

施されている。126は須恵器有蓋高杯の蓋で、 TK209

型式に並行すると考えられる。

J 包含層などの出土遺物 (123-125・127・

128・130-132) 

123・124は土師器甕で、口縁部は中ほどで肥厚し、

端部がわずかに立ち上がる。 124の体部内面下方には、

ヘラケズリが施されている。 125は土製紡錘車で、國

下多美樹氏による分類の IIb類に該当すると考えら
⑥ 

れる。類例は、明和町北野遺跡の第 1次調査でも出
⑦ 

土している。

127の須恵器杯藍はTK43型式に、 128の須恵器杯

身は、 MT15型式に並行すると考えられる。 130は須

恵器壷で、口縁部外面に波状文が施される。 131の須

恵器広口壷・ 132の須恵器短頸壷は、 MT85型式にそ

-31-

れぞれ並行すると考えられる。

(5) 奈良時代・平安時代の遺物

A SK1出土遺物 (133-156)

土師器 (149-152)、ロクロ土師器 (133-148)、

山茶椀 (153-156)などがまとまって出土した。こ

れらは平安時代末期のものと考えられる。

149は皿で、口縁部は底部の厚さに比べて若千肥厚

し、口縁端部のみ横ナデが施される。 150-152は鍋

である。 150・151の口縁端部は内側に折り返され、

152の口縁端部はつまみ上げられている。

133-142は皿で、口径9-lOcm程度の小皿である。

これらの底部外面には糸切り痕が認められる。 143-

146は椀で、底部が残存している。 147・148は台付皿

で、口径9cm程度・器高3cm程度の小皿である。こ

れらは、 11世紀初頭に現れる灰釉陶器模倣のロクロ

士師器の系譜上にあるものと言うことができる。
⑧ 

153・154は小椀で、藤澤編年の第4型式に当たる。

155・156は椀で、底部内面には墨痕が認められ、硯

に転用されたと考えられる。藤澤編年の第4型式に

該当する。

B pitなどの出土遺物 (157-159)

157は土師器椀で、奈良時代のものと考えられる。

158は土師器鍋で、口縁端部は内に折り返している。

平安時代末期のものと考えられる。159は土製支脚で

ある。上端幅4.4cm・ 残存高10.1cmで、底部は欠損し

ている。成形は手ずくねで、全体に指頭圧痕が残り、

他は不定方向にナデられている。体部は赤化してい
⑨ ⑩ 

る。類例は明和町堀田遺跡・玉城町小ばし遺跡など

でも出土している。

(6) 鎌倉・室町時代の遺物 (160-186)

A SD30出土遺物 (160・161)

土師器や陶器片、陶磁器片などが出士した。

160・161は土師器小皿で、伊藤裕偉氏による編年

の南伊勢系A系統で、岩出遺跡群での分類皿 a期に

相当する。 14世紀中頃-15世紀初のものと考えられ

ご。
B SK50出土遺物 (162・163)

士師器 (162)や山茶椀 (163)などが出士した。

162は南伊勢系の鍋で、伊藤裕偉氏による編年の第 1
⑫ 

段階b型式に相当する。 12世紀末-13世紀後葉のも

のと考えられる。 163の椀は、藤澤編年の第6型式に



当たり、 13世紀前葉のものと考えられる。

C S E16出土遺物 (164-167)

山茶椀 (164,..._,167)が井戸埋土上層から出士した。

藤澤編年の第 6型式に当たる。 13世紀前葉のものと

考えられる。 167の底部外面には、「十」の墨書がみ

られる。

D S E51出土遺物 (168-173)

土師器 (168,..._,171)や陶器 (172・173)などが出

土した。

168,..._,170は南伊勢系の鍋で、第4段階b型式に相

当し、 15世紀後半,,..__,16世紀のものと考えられる。

171は羽釜で、口縁部のみの小片である。 172の天

目茶椀・ 173の緑釉小皿は、藤澤良祐氏による古瀬戸

編年の古瀬戸後w期古段階に相当する。 15世紀後半
⑬ 

のものと考えられる。173の底部外面には、「古喜祢」
⑭ 

の墨書がみられる。

E S K35出土遺物 (174-178)

土師器 (174,-...,177)や陶器 (178)などが出土した。

174・175は小皿である。南伊剪系B系統で、岩出

遺跡群での分類illb期に相当し、 15世紀初,-...,16世紀

中頃のものと考えられる。 176・177は南伊勢系の鍋

で、第 3段階 a型式に相当し、 14世紀中葉,-...,15世紀

前半のものと考えられる。 178の常滑産の大甕は12世
⑮ 

紀後半のもので、混入したものと考えられる。

F S B54出土遺物 (179)

柱穴からは、士師器の細片が出士している。図化

できたものは 1点のみで、士師器小皿である。南伊

勢系A系統で、岩出遺跡群での分類IIb期に相当し、

13世紀後半,-...,14世紀初のものと考えられる。

G S K15出土遺物 (181)

士師器皿が出士した。南伊勢系A系統で、岩出遺

跡群での分類皿 a期に相当し、 14世紀中頃,-...,15世紀

奈良・平安時代の遺物
SK1 
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初のものと考えられる。

H S K32出土遺物 (183)

土師器や山茶椀などが出土した。図化できたもの

は 1点のみで、土師器皿である。南伊勢系 B系統で、

岩出遺跡群での分類IIa期に相当し、 12世紀末,..___,13 

世紀後半のものと考えられる。

l 包含層などの出土遺物 (180・182・184-

186) 

180の土師器小皿は南伊勢系A系統で、岩出遺跡群

での分類IIIa期に相当し、 14世紀中頃,..___,15世紀初の

〔註〕

① 以下、 S字状口縁台付甕の分類については、下記の文献に

よる。

赤塚次郎「廻間式土器」「土器・土器群の形成」（『廻間遺

跡』、愛知県埋蔵文化財センター、 1990年）。

② 以下、松河戸様式については下記の文献による。

赤塚次郎「松河戸様式の設定」（『松河戸遺跡』、愛知県埋

蔵文化財センター、 1994年）。

③ 発掘調査担当者の伊藤裕偉氏の御教示による。

④ 以下、陶邑編年については、下記の文献による。

田辺昭三『須恵器大成』（角川書店、 1981年）。

⑤ 小林秀「大足遺跡」（『伊勢寺廃寺・下川遺跡ほか』、三重

県埋蔵文化財センター、 1990年）。

⑥ 國下多美樹「京都府下の紡錘車について」（『京都考古』第

50号、京都考古刊行会、 1988年）。

また、県内の紡錘車については、河北秀実氏が集成してい

る。

河北秀実「三重県出土のいわゆる紡錘車の形態とその時期」

(『Mie history』vol.3、三重歴史文化研究会、 1991年）。

⑦ 田村陽一「北野遺跡」（『平成2年度農業基盤整備事業地域

埋蔵文化財発掘調査報告 第 2分冊』、三重県埋蔵文化財セ

ンター、 1991年）。

⑧ 以下、藤澤編年については、下記の文献による。

藤澤良祐「山茶碗と中世集落」（『尾呂』本文編、瀬戸市教

育委員会、 1990年）。
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ものと考えられる。182の土師器皿は南伊勢系 B系統

で、岩出遺跡群での分類IIIa期に相当し、 14世紀中

頃,,..__,15世紀初のものと考えられる。 184の土師器鍋は、

南伊勢系の鍋で、（仮） A段階のもので、 12世紀前半

のものと考えられる。 185は山茶椀で、藤澤編年の第

5型式に当たり、 12世紀末,,..__,13世紀初頭のものと考

えられる。

186は小刀で、切先のみ残存している。

（奥野実・坂倉一光）

⑨ 伊藤久嗣・伊勢野久好「堀田遺跡」（『昭和55年度県営圃場

整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』、三重県教育委員会、

1981年）。

⑩ 下村登良男「度会郡玉城町小ばし遺跡」（昭和48年度県営

圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』、三重県教育委

員会、 1979年）。

⑪ 以下、南伊勢系の土師器皿の編年については、下記の文献

による。

伊藤裕偉『多気遺跡群発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財

センター、 1993年）。

伊藤裕偉『岩出地区内遺跡群発掘調査報告』（三重県埋蔵

文化財センター、 1996年）。

⑫ 以下、南伊勢系の土師器鍋の編年については、下記の文献

による。

伊藤裕偉「中世南伊剪系の土師器に関する一試論」(『Mie

history』vol.1、三重歴史文化研究会、 1990年）。

伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用土器から東海を見る」（『鍋と

甕そのデザイン』、東海考古学フォーラム尾張大会実行委員

会、 1996年）。

⑬ 藤澤良祐「瀬戸古窯群II一古瀬戸後期様式の編年一」

（『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要X』、瀬戸市歴史民俗資料

館、 1991年）。

⑭ 斎宮歴史博物館榎村寛之氏の御教示による。

⑮ 永原慶二編『常滑焼と中世社会』（小学館、 1995年）。



番号 実測番号 器種
出土位置 計測値 (cm)

調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度1備考
地区遺構取上番号 口径 器高

縄文土器 外：ヘラミガキ やや粗 i 

1 028-04 
浅鉢

kl S030 
内：ヘラミガキ ~0.2cmの砂含む

並 10YR6/3にぶい黄橙 ロ縁片

2 021-01 
縄文土器

i7 2号墳
外：口縁部下に素文突帯 粗

並 10YR7/3にぶい黄橙 翌深鉢 内：ナデ ~0.15cmの小石含む

3 029-06 
土師器

i7 S842 外内 ：ヘラミガキ やや密
並 I,2.5YR7/4淡赤橙 脚部片 ill三し方透か

高杯

17.0 ！ 1 

：ナデ ~O.lcmの砂含む

4 009-01 
土師器

flO SE53 I 
外：ヨコナデ、ナデ

密 良 lI10vRG/2灰黄褐 ~, 『|壷 内：ヨコナデ、ナデ・オサエ

5 037-01 
土師器

no SE53 18.0 I I I 
外内 ：ナデ、ヘラミガキ

やや密 並 l10YR5/3にぶい黄褐 ロ縁部I
壷 ， ：ナデ、ヘラミガキ 1/6 

6 013-01 土師壷器 l I . flO SE53 No.14 I20.0 I i ' 28.4 
外：ナデ、ヘラミガキ やや粗

並 10YR6/3にぶい黄橙 完存
内：ミガキ、オサエ・ナデ、工具ナデ ~0.2cmの砂粒含む

7 007-01 土師器 i no SE53 14.4 11.4 
外：ハケメ、ヘラミガキ やや密

並 5Y7/1灰白
ほぽ

壷 内：ハケメ、オサ工、ヘラケズリ ~0.22cmの砂粒含む 完存

8 012-01 
土師器

flO SE53 No.3 I I ! 12.2 14.7 外内 ：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ やや密
並 7.5YR4/l褐灰 完存

壷 ：ヨコナデ、オサ工、エ具ナデ -'O.lcmの微砂粒含む

， 004-01 土師器
£10 I SE53 I ， i I 13.5 21.2 

外：ヨコナデ、ナデ、ヘラケズリ やや粗
並 10YR4/2灰黄褐 完存

壷 内：ヨコナデ、工具ナデ ~0.4cmの小石含む

土師器 外内 ：ヨコナデ、ハケメ
やや密 並 110YR6/2灰黄橙

＇口縁部
10 030-01 

壷
flO SE53 11.6 

：ヨコナデ、ハケメ i 完存

11 030-02 土師壷器 i I r flO SE53 Ii I "・'I ' 
外内 ：ヨコナデ やや密 並 lI2.5Y6/2灰黄

ロ縁部

：ヨコナデ I 完存

12 030-04 土師壷器 I I£10 I SE53 
外：ヨコナデ、ハケメ

！: や~や0.2粗5cmの砂粒含む 並 lOYRS/2灰黄橙 I ロ1縁/部3！ I 14.0 
内：ヨコナデ、ヘラミガキ

13 008-01 土師壷器 I , no I 1 SE53 
No.1,18, ~-~I 外：I¥クメ、へうミがキ、へうクか）後ヘラミがキ、ナテ＊ ！やや粗

良 10YR6/2灰黄褐 悶I20,22 内：ヘラミガキ、オサエ・ナデ ~0.5cmの小石含む

14 006-01 土師壷器 . I no I I ！ SE53 No.5 11.4 I I 18.9 
外：ヨコナデ、ハケメ

I ！.や~0や.6粗cmの小石含む 並 10YR7/3にぶい黄橙 ほぼ：r 

内：ヨコナデ、ヘラミガキ、ナデ 完存

15 010-01 土師器 £10 SE53 No.10 ! 12.3 I I 18.1 外内 ：ヘラミガキ、ナデ
i:やo.1cやm密~の砂粒含む 並 lrnYR5/2灰黄褐

ほぼ：体部に黒

壷 ：ヘラミガキ、ナデ 完存 l変あり

16 010-02 
土師器

no SE53 No.4 11.0 16.5 
外：ヘラミガキ、ナデ

IiやO,lcやm密~の砂粒含む 並 10YR6/2灰黄褐 ほぼ l!~ 変部ありに黒
壷 内：ヘラミガキ、ナデ 完存

17 036-01 
土師器

no SE53 No.6 
底径 外：摩滅のため調整不明

I I ＇やや密 並 10VR7/l灰白 悶I壷 5.0 内：ハケメ

18 036-02 
土師器

flO SE53 No.8 
底径 外：ヘラミガキ ＇ゃや粗

並 10YR6/3,6/4にぶい黄橙 ::j 壷 6.0 内：ヘラケズリ・エ具痕 ~0.15cmの砂粒含む

19 030-07 
土師器

no SE53 
底径 外：ヘラミガキ

やや密 並 2.5Y4/1黄灰
壷 5.8 内：ナデ、ハケメ 1/2 

20 032-05 
土師器

flO SE53 
底径 外：ナデ

やや密 I並
10YR8/2灰白 悶！壷 6.0 内：ハケメ

21 030-03 土：器 flO SE53 j 12.0 外内 ：ヘラミガキ I I iやや密 I並 10YR5/2灰黄褐

iii ：ヘラミガキ

22 011-01 
土師器

flO SE53 No.2 ' I 12.3 16.1 外：ヨコナデ・ヘぅミカ・キ、ケi•tJ後I\ぅミカ冴 !！やo.lcやm密~ I 並 2.5Y3/l黒褐
甕 内：ヘラミガキ、ナデ の微砂粒含む

23 011-02 
土師器

no SE53 No.17 11.8 15.8 外：ヨJナデ、｝デ＼ケ後、I¥ナうデミがキ、ケス.')後I¥うミカ・キ iI やや粗
並 10YR6/3にぶい黄橙 ばi甕 内：ヨコナデ、ナ 、ハケメ O.lcm~の微砂粒含む

24 038-02 
土師器

flO SE53 13.5 
外：ヨコナデ、ハケメ ， ！やや粗

並 lOYRB/3浅黄橙 1/4i ' 
甕 内：ヨコナデ、エ具ナデ、ハケメ ;~0.2cmの砂粒含む i 

25 006-02 
土師器

flO SE53 No.19 11.3 18.5 
外：ヨコナデ、ハケ、ヨコナデ iやや密

並
2.5Y6/l黄灰

1 完ほ存ぼ
体部は黒

甕 内：ヨコナデ、ナデ ~0.2cmの砂粒含む N2/0 黒 く焼ける

26 005-01 
土師器

flO SE53 No.7 12.0 
外：ナデ、ハケメ、ナデ やや粗

並 ,2.5Y5/2暗灰黄

, 体1/部2片'I 1 ＇ I 
甕 内：ナデ、エ具ナデ ~0.15cmの砂粒含む

土師器 I 外：ヘラミガキ
27 030-06 

高杯
flO SE53 

内：ヘラミガキ
やや密 1並 10YR8/3浅黄橙

28 043-01 
木製品

flO SE53 No.l 
残存長 残存幅

外：工具痕あり
上部

厚さ Bern井戸枠 50.0 52.0 腐食

29 042-01 
木製品

flO SE53 
底径 残存幅 外底部：エ具痕あり 内：調整不明 上部

厚さ 4cm井戸枠 70.0 50.0 に段を削り出す、底部ケズリ 腐食

土師器 i 外：ヨコナデ、ナデ
や微や砂粒粗含む

ロ縁部30 030-05 
壷

flO SK52 14.0 
内：ヨコナデ

並 lOYRS/3浅黄橙
1/4 

31 I ， 034-04 
土師器

flO 包含層 13.4 
外：ヨコナデ、ナデ 粗

並 7.5YR7/6橙 ロ縁部1
壷 内：ヨコナデ、ナデ ~0.38cmの小石含む 1/8 

32 008-01 
土師器

表土 I 17.5 
外：ヨコナデ

やや密 良 5YR5/8明赤褐
ロ縁部 内外面に

壷 内：ヨコナデ、ナデ I 1/4 赤彩あり

33 008-03 
土師器

Hl3 pit6 
底径 外：ナデ やや粗

良 I17.5YR6/4にぶい橙 I~/? 
底部に穿

壷 7.0 内：エ具ナデ ~O.lcmの小石含む 孔あり

34 019-06 土師壷器 e7 3号墳
底径 外内 ： ナデ やや密

並 7.5YR7/4にぶい橙 1底/部3 
！ 4.0 ：ナデ ~O.lcmの砂粒含む

35 008-02 
土師器

Hll 4号墳 20.8 
外：ヨコナデ、ハケメ

や~やO.l粗cmの小石含む I I 良 5YR6/8橙
ロ縁部

甕 内：ヨコナデ、ナデ 1/8 

36 008-05 
土師器 , HllI l4号墳 外内 ：ヨコナデ、 J.ヽケメ やや粗

良 10YR8/3浅黄橙 ロ縁片甕 ：ヨコナデ、ハケメ、ナデ ~0.4cmの小石含む

37 002-03 
土師器

H9 2号墳
底径 外：ハケ後ナデ、ナデ

粗粗---0.恥m以下の石含むlI : ＇ 良
10YR6/4にぶい黄橙

底部
甕 10.7 内：ナデ・オサ工、ナデ 1/4 

38 019-04 
土師器

glO 3号墳
底径 外：ハケメ、ナデ・オサエ

IOYRS/2灰白
底部

甕 10.4 内：ナデ・オサエ ~0.2cmの砂含む 並 完存

39 020-01 芦？ blO 3号墳 I I 20.0 
外内 ：ヨコナデ、ナデ やや粗 I並 7.5YR7/6橙

ロ縁部
：ヨコナデ、ヘラミガキ ~0.15cmの砂含む 1/6 
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番号 実測番号器種
出土位置 計測値 (cm)

地区遺構取上書号 口径 器高
調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考

033-03 1 土師器
！ 

40 
鉢'

a4 pit2 10.0 3.4 外内 ：ヘラミガキ、ナデ
：ヘラミガキ

やや密 並 10YR7/4にぶい黄橙 1/3 

41 033-02 
土師器

hlO 包含層 9.1 4.7 
外：ヨコナデ、ナデ

密 並 lOYRS/4浅黄橙 完存鉢 内：ヨコナデ、ナデ

42 004-01 
土師器

114 SK18 No.6 16.7 
外：剥離激しく、調整不明 粗

並 5YR7/4にぶい橙 ロ1縁/部6 壷 内：剥離激しく、調整不明 ~0.3cmの石含む

43 004-02 
土師器

114 SK18 No.7 
底径 外：ヨコナデ・オサ工、ナデ 粗

並 7.5YR6/4にぶい橙
底部

壷 6.0 内：ナデ・エ具痕 ~O.Scmの石含む 完存

44 004-03 土高師杯器 114 SK18 No.15 外内 ：剥離激しく、調整不明 やや粗
並 7.5YR8/4浅黄橙 脚部片：シポリ痕 ~0.2cmの石含む

45 005-02 
土師器

!14 SK18 No.1 外内 ：剥離激しく、調整不明 粗
並 7.5YR8/6浅黄橙 脚部片高杯 ：シポリ痕 ~0.4cmの石含む

46 005-01 
土師器

114 SKIS No.4 
外：ナデ

や~や0.3粗cmの石含む l並 7.5YR8/3浅黄橙
脚・底部

高杯 内：ケズリ・エ具痕 完存

47 004-04 土高師杯器 114 SK18 
底径 外：剥離激しく、調整不明

や~や0.2粗cmの石含む 並 7.5YR8/4浅黄橙
底部

10.0 内：ケズリ 1/3 

48 005-03 筒型土師土質製品 114 SKIS 
残存長 外内 ：ハケメ 粗

並 2.5YR8/3淡黄 不明10.8 ：ナデ ~0.3cmの石含む

49 035-02 
土師器

i15 4号墳
底径 外内 ：ナデ、工具ナデ やや密

I並 5YR7/6橙
脚部

高杯 11.0 ：ナデ ~0.3cmの砂含む 1/3 

50 041-01 
須恵器

G14 包含層 24.0 
外：ロクロナデ

密 良 N5/0灰
ロ縁部

甕 内：ロクロナデ 1/3 

51 0炉 1
須恵器

i5 2号墳 40.0 
外：ロクロナデ、タタキ

密 良 SPBS/1青灰
ロ縁部

大甕 内：ロクロナデ、ナデ・オサエ 1/3 

52 009-03 
須恵器

E7 1号墳 10.6 
外：ロクロナデ、ロクロケズリ やや密

良 N6/0灰
ロ縁部

杯身 内：ロクロナデ ~O.lcmの砂粒含む 1/8 

53 019-02 
須恵器

c6 1号墳 13.0 
外：ロクロケズリ、ロクロナデ 密

良 N6/0灰
ロ縁部

杯蓋 内：ロクロナデ ~0.3cmの砂含む 1/4 

54 001-03 
須恵器

c5 1号墳
体部 外：ロクロナデ、ロクロケズリ やや密

並 N6/0灰
体部

譴 10.3 内：ロクロナデ ~0.2cmの砂粒含む 完存

55 021-02 
土師質

b7 1号墳
直径 長さ やや密

並 7.5YR8/4浅黄橙
ほぼ 重さ

土錘 2.0 8.3 ~O.lcmの砂含む 完存 19.3g 

56 002-03 
ガラス製

c5 1号墳
直径

0.6 5PB3/l暗青灰 完存
重さ

小玉 0.8 0.57g 

57 010-01 
土師器

HlO 2号墳 22.0 
外：ヨコナデ、オサ工、ハケメ やや密

並 2.5Y8/2灰白
ロ縁部

長胴甕 内：ヨコナデ、ハケメ ~0.2cm以下の石含む 1/4 

58 039-02 土師甕器 j5 2号墳 15.8 
外：ヨコナデ、ハケメ やや粗

並 10YR7/4にぶい黄橙 3/4 外付着面に煤
内：ヨコナデ、ハケメ、ヘラケズリ ~0.25cmの砂粒含む

59 I I 039-01 土師器
i8 2号墳 18.0 

外：ヨコナデ やや密
並 7.5YR7/4にぶい橙 古甕 内：ヨコナデ、ハケメ 1-o.15cmの砂粒含む

60 011-01 
土師器

H9 2号墳 18.8 
外：ヨコナデ、ハケメ やや粗

並 lOYRB/2灰白
ロ縁部

長胴甕 内：ヨコナデ、ナデ 0.l~0.2cmの砂含む 1/3, 

61 I 020-02 土師器
j8 2号墳 15.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ 粗

並 7.5YR6/3にぶい褐
ロ縁部

甕 ：ヨコナデ ~0.25cmの砂含む 1/4 

62 002-01 土高師杯器 k4 2号墳
底径 外内：摩減激しく、調痕整不明 や密

並 7.5YR6/6橙
底部

9.0 ：ナデ、シポリ ~0.2cmの砂粒含む 1/3 

63 019-05 弓9i6 2号墳 外：ナタテ方向ナデ 粗
並 7.5YR7/6橙

脚部
内：デ ~0.3cmの砂含む 2/3 

64 020-03 
土師質

k4 2号墳
残存長 残存幅

ハケメ
粗

並 lOYRB/4浅黄橙 不明不明土製品 7.5 4.5 ~2.5cmの砂含む

65 021-03 
土師質

k9 2号墳
直径 残存長 やや密

並 lOYRB/3浅黄橙
ほぼ

重さ 5.7g土錘 1.3 4.8 ~0.05cmの砂含む 完存

66 021-04 
土輝質

j5 2号墳
直径 残存長 やや密

並 lOYRS/2灰黄褐
ほぼ

重さ 4.5g土錘 1.1 4.9 ,~0.05cmの砂含む 完存

67 ; 002-05 土師質
19 2号墳

直径 残存長 やや粗
良 2.5YR6/6橙 2/31重さ 8.0g土錘 1.5 4.0 ~0.2cm以下の石含む

68 020-04 須恵甕器 i8 2号墳 17.0 
外：ヨコナデ、波状文、タタキ 密

良 2.SGYS/1オリープ灰
ロ縁部

内：ヨコナデ 1/4 

69 002-02 
須恵器

H9 2号墳 22.4 外内 ：ロクロナデ やや密
良 NS/0灰

ロ縁部
甕 ：ロクロナデ ~O.lcm以下の石含む 1/10 

70 003-01 
須恵器

j8 2号墳 24.2 
外：ロクロナデ、ハケメ、タタキ

やや密 並
N6/0灰

1/4 大甕 内：ロクロナデ、青海波 7.5Y6/l灰

71 001-05 須杯恵蓋器 i6 2号墳 10.0 外内 ：ロクロケズリ、ロクロナデ
や~や0.1密5cmの砂粒含む 並 7.5Y7/l灰白

ロ縁部
：ロクロナデ 1/4 

72 001-03 
須恵器

H9 2号墳 11.2 4.4 
外：ロクロケズリ、ロクロナデ やや密

良 N5/0灰 1/8 
外面に自

杯蓋 内：ロクロナデ 0.2cm以下の石含む 然釉付着

731 002-01 
須恵器

H9 2号墳 10.9 外内 ：ロクロナデ、ロクロケズリ やや粗
良 7.5Y6/l灰

ロ縁部
杯蓋 ：ロクロナデ 0.2cm以下の石含む 1/8 

74 001-04 須杯恵身器 i5 2号墳 10.5 5.2 外内 ：ロクロナデ、ロクロケズリ やや密
並

10Y5/1灰
1/4 ：ロクロナデ 0.25cm~の砂粒含む 5Y7/l灰白

75 001-01 須高恵杯器 i8 2号墳 13.3 
外内 ： nクnナテ、キがミ、 nク0ケx•1J 、 Dク叶テ＊ やや密

並 N6/0灰 I 1/3 
：ロクロナデ 0.25cm~の砂粒含む

76I 1 022-05 土『器 e8 3号墳 12.0 5.7 外内 ：ヨコナデ、オサエ・ナデ やや粗
並 lOYRS/3浅黄橙 1/3 ：ヨコナデ、ナデ ~0.2cmの砂粒含む

77 022-04 
土師器

e8 3号墳 I 13.0 5.0 外内 ：ヨコナデ、ナデ、ヘラケズリ
や~や0.2粗cmの砂粒含む 並 7.5YR7/4にぶい橙 1/8 杯 ：ヨコナデ、ナデ

78 022-01 
土師器

bll 3号墳
底径 外：ナデ、ハケメ、ヨコナデ 1~ ~0.4粗cmの砂粒含む l 並 Il1.5YR8/4浅黄橙

底部
高杯 9.0 内：ヨコナデ、ナデ 2/3 
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番号 実測番号 器種
出土位置 計測値 (cm)

調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
地区遺構取上書号 口径 器高

79 022-03 
土師器

e8 3号墳
底径 外：ナデ、ヨコナデ やや密

並
2.5YR7/6橙 底部

高杯 9.0 内：ヨコナデ・シポリ痕 ~0.2cmの砂粒含む 5YR5/2灰褐 2/3 

80 022-02 
土師器

d8 3号墳
，底径 外内 ：ナデ、ヨコナデ やや密

並 2.5YR7/6橙 1底/部2 高杯 9.4 ：ヨコナデ・シポリ痕 ~0.15cmの砂粒含む

81 024-02 
土師質

all 3号墳
直径 長さ

粗~0.2cmの砂粒含む I 1 並 5YR6/6橙 完存
重さ

土錘 2.0 7.1 23.lg 

82 024-03 
土師質

d8 3号墳
直径 長さ やや密

並 lOYRS/2灰黄褐 完存 重さ 6.3g土錘 1.2 6.5 微砂粒含む

83 024-01 不土明師土質製品 no 3号墳
残存長 残存幅 粗

並 5YR6/6橙 不明10.0 6.0 ~0.25cmの砂粒含む

84 I I 018-os 
須恵器

e13 3号墳 13.0 外内 ：ロクロケズリ、ロクロナデ 密
良 N7/0灰白

ロ縁部
杯蓋 ：ロクロナデ ~0.3cmの砂含む 1/6 

85 i ! ， 019-01 須杯恵身器 g12 3号墳 12.0 外内 ：ロクロナデ、ロクロケズリ ！密
良 N6/0灰

ロ縁部
：ロクロナデ 0.15cmの砂含む 1/4 

86 019-03 
須恵器

ell 3号墳 8.0 
外：ロクロナデ

密 良 N6/0灰
ロ縁部

短頸壷 内：ロクロナデ 1/4 

87 018-03 須恵壷器 c8 3号墳 10.0 外内 ：ロクロナデ・波状文
密 並 7.5Y8/l灰白

ロ縁部
：ロクロナデ 1/8 

88 018-01 
須恵器

gl2 3号墳 24.0 
外：ロクロナデ

密 良 N5/0灰
ロ縁部 外面に自

甕 内：ロクロナデ 1/4 然釉付着

89 018-02 
須恵器

el3 3号墳 26.0 外内 ：ロクロナデ、タタキ
密 良 N6/0灰 ~, 『甕 ：ロクロナデ

90 015-01 
須恵器

b9 3号墳
体部 外：ロクロナデ、タタキ やや密

並 7.5Y7/l灰白
体部

大甕 32.4 内：ロクロナデ、ハケメ ~0.4cmの小石含む 完存

91 024-04 
滑石製

ell 3号墳
直径 厚さ

重さ 5.0g有孔円盤 2.5 0.5 

92 026-04 
土師器

jl4 4号墳
底径 外内：：工ナ具デナデ、 ナデ やや粗

並 7.5YR6/4にぶい橙
底部

高杯 10.4 O.l~0.3cmの砂含む 1/5 

93 027-04 
土師質

kl2 4号墳
直径 長さ やや密

並 lOYRS/2灰白 完存 重さ 9.6g土錘 1.4 6.0 O.l~0.2cmの砂含む

94 027-05 
土師質

i15 4号墳
直径 長さ やや密

並 5YR7/6橙 完存
重さ

土錘 3.1 9.1 O.l~0.2cmの砂含む 60,0g 

95 023-02 有須蓋恵高器杯 111 4号墳 10.6 
外：ロクロナデ、ロクロケズリ やや密

良 N7/0灰白
杯部

内：ロクロナデ ~0.25cmの砂粒含む 1/4 

96 023-01 
須恵器

j13 4号墳 13.1 外内 ：ロクロナデ、ロクロケズリ
や~や0.2密cmの砂粒含む 良 10YR6/l灰 ロ1縁/部6 杯身 ：ロクロナデ

97 023-03 
須恵器

kl2 4号墳 12.5 外内 ：ロクロナデ、タタキ やや密
良

N7/0灰白 ~, 『甕 ：ロクロナデ、ナデ ~0.25cmの砂粒含む N6/0灰

98 02'/-01 有須蓋恵高器杯 j13 4号墳
底径 外：ロクロナデ

やや密 並 N5/0灰
底部

15.4 内：ロクロナデ 1/8 

99 023-04 
須恵器

jl2 4号墳
底径 外：ロクロナデ

や~や0.3粗cmの砂粒含む 良 7.5Y7/l灰白
底部

有蓋高杯 10.0 内：ロクロナデ 5/6 

1001 023-05 
須恵器

jl3 4号墳
体部 外内 ：波状文、ロクロナデ やや密

良 NS/0灰
体部

譴 9.0 ：ロクロナデ ~0.15cmの砂粒含む 完存

101 001-01 
土師器

HlO S013 20.1 外：ヨコナデ、ハケメ 粗
良 2.5Y7/3浅黄

ロ縁部
長胴甕 内：ハケ後ヨコナデ、ハケメ ~0.3cm以下の石含む 1/4 

102 003-01 
土師器

IlO SD13 18.2 19.7 
外：ヨコナデ、ハケメ 粗

良 10YR8/3浅黄橙 1/5 甕 内：ヨコナデ、ハケメ、へうケス・リ、ナデ 0.25cm以下の石含む

103 001-02 
土師器

HlO SD13 15.4 外内 ：ョコナデ、ハケ後ヨJナデ、ハケメ 粗
良 2.5Y7/3浅黄

ロ縁部
甕 ：ヨコナデ、ハケ後ヨコザ・、ハケメ 0.2cm以下の石含む 1/4 

104 025-02 
土師器

kll SD13 17.7 外内：ヨコナデデ、、 ハケメ やや粗
並 10YR8/3浅黄橙 ロ1縁/部3 甕 ：ヨコナ ハケメ O.l~0.2cmの砂含む

105 025-01 
土師器

hl3 S013 32.4 外内 ：ナデ やや粗
並 lOYRS/3浅黄橙 ~, 『甑 ：ナデ、ヘラケズリ O.l~0.2cmの砂含む

106 026-03 ±-~ft hl3 5D13 
底径 外：ナデ やや粗

並 7.5YR6/4にぶい橙 只8.8 内：ナデ O.l~0.2cmの砂含む

107 026-02 不土明師土製質品 hl2 5D13 
残存長 残存幅 外：ナデ

やや密 並 lOYRB/4浅黄橙 不明7.0 5.4 内：オサエ

108 027-08 
土輝質

gl3 S013 
直径 長さ

やや密 並 2.5Y8/2灰白 完存 重さ 8.5g土錘 1.2 7.6 

109 027-07 
土師質

gl4 SD13 
直径 長さ

やや密 並 lOYRS/2灰白 完存 重さ 8.6g土錘 1.2 7.7 

110 009-04 須譴恵器 E7 SD13 13.6 外内 ：ロクロナデ、波状文 密
良 N6/0灰

ロ縁部
：ロクロナデ 微砂粒含む 1/8 

111 027-02 須杯恵蓋器 gl4 SD13 11.8 外内 ：ロクロナデ やや密
並 5Y7/1灰白 ~, 『：ロクロナデ O.l~0.3cmの砂含む

112 027-03 須杯恵身器 kll S013 12.4 外内 ：ロクロナデ
：ロクロナデ

やや密 並 5Y7/l灰白 口縁片

113 028-01 土：器 e7 SK27 17.0 
外：ヨコナデ、ハケメ やや粗

並 lOYRS/4浅黄橙 ロ1/縁11部内：ヨコナデ、ハケメ、ヘラケズリ ~0.4cmの小石含む

114 028-02 土：器 e7 SK27 20.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ
や~や0.2粗cmの砂含む 並 10YR7/3にぶい黄橙

ロ縁部
：ヨコナデ、ハケメ 1/4 

115 029-05 土：: e7 SK27 
底径 外：ハケメ、ナデ やや密

並 5YR7/6橙
底部

10.0 内：ハケメ、オサエ・ナデ ~O.lcmの砂含む 完存

116 029-03 土：器 e7 SK27 12.0 外内 ：ナデ やや密
並 7.5YR7/4にぶい橙

ロ縁部
：ナデ ~O.lcmの砂含む 1/2 

117 028-03 土師畳器 e7 SK27 
底径 外：ナデ、工具痕 やや粗

並 10YR7/4にぶい黄橙
底部 底部に木

5.8 内：ナデ ~0.4cmの小石含む 完存 葉痕あり
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番号 実測番号 器種
出土位置 計測値 (cm)

地区遺構取上書号 口径 器高
調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考

ll8 029-07 
土師質

e7 SK27 
直径 残存長

やや密 並 7.5YR5/3にぶい褐 lぢ重さ 9.5g
土錘 1.4 6.5 

ll9 001-02 須杯恵身器 e7 SK27 10.0 4.7 
外：ロクロナデデ、ロクロケズリ やや密

並 N6/0灰 1/2 内：ロクロナ ~0.25cmの砂粒含む

120 029-01 有須蓋恵高器杯 e7 SK27 8.5 
外：ロクロナデ、ロクロケズリ やや粗

並 lsY7/l灰白 1杯/部2 内：ロクロナデ ~0.15cmの砂含む

121 029-04 
土師器

g7 SK31 13.0 外内 ：： ナナデデ やや密 並 10YR7/3にぶい黄橙
ロ縁部

杯 1/3 

122 002-04 
土師器

Hl3 pit5 12.2 
外：ヨコナデ、ナデ・村I、ヘラケズリ 粗

良 5YR6/6橙
ロ縁部

鉢 内：ヨコナデ、ナデ後ハケメ 0.35cm以下の石含む 1/2 

123 009-01 
土師器

E6 包含層 19.1 
外：ヨコナデ、ハケメ後ナデ、ハケメ 粗

並 7.5YR8/3浅黄橙
ロ縁部

甕 内：ハケ後ヨコナデ、ハケメ ~0.2cmの砂粒含む 1/2 

124 038-01 
土師器

j2 包含層 16.0 19.0 
外：ヨコナデ、ハケメ やや租

並 lOYRS/3浅黄橙 1/2 甕 内：ヨコナデ、ハケメ、へうケス・リ、ナデ ~0.4cmの小石含む

125 034-03 
土製品

glO 包含層
直径 厚さ 密

並 10YR7/4にぶい黄橙 1/2 
重さ

紡錘車 4.2 3.0 ~0.15cmの砂粒含む 24.6g 

126・ 009-02 
須恵器

E6 pitl 11.8 5.0 
外内 ：ロクロケズリ、ロクロナデ やや粗

良 5GY6/lオリープ灰 1/2 有蓋高杯 ：調整不明瞭 ~0.2cmの砂粒含む

127 016-03 
須恵器

kl 包含層 13.0 4.7 
外：ロクロケズリ、ロクロナデ やや密

良 5Y6/l灰 1/2 杯蓋 内：ロクロナデ ~O.lcmの砂粒含む

128 l 016-04 須恵器
k6 包含層 10.0 5.0 

外：ロクロナデ、ロクロケズリ
やや密 並 2.5Y8/2灰白 1/2 杯身 内：ロクロナデ

129 032-02 
須恵器

k3 SK37 12.0 
外：ロクロナデ、ロクロケズリ

密 良 10Y6/l灰
ロ縁

杯身 内：ロクロナデ 小片

130 018-04 須恵壷器 表土 12.0 
外：ロクロナデ・波状文

密 良 N5/0灰
ロ縁部

内：ロクロナデ 1/4 

131 016-01 
須恵器

j2 包含層 15.0 16.8 
外：ロクロナデ、タタキ やや粗

並 N6/0灰 1/3 広口壷 内：ロクロナデ、青海波 0.4cmの砂粒含む

132 034-02 須短恵頸器壷 bl2 包含層
体部 外：ロクロナデ、ロクロケズリ 粗

並
N7/0灰白 体部

14.3 内：ロクロナデ ~0.2cmの砂粒含む N6/0灰 1/2 

133 016-08 
砂0土師器

E9 SKl No.8 9.7 2.0 
外：ロクロナデ 内：ロクロナデ やや粗

並 IOYRS/4浅黄橙 2/3 皿 底部外面に糸切り痕 0.1cm以下の砂粒含む

134 016-04 
砂n土師器

E9 SKl Na.6 9.7 1.9 外底部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ
やや密 並 2.5Y8/2灰白 1/21 皿 に糸切り痕

135 ＇ 014-02 
DクD土師器

E9 SKI ふ19 9.8 2.0 外底部・外ロクロナデ 内：ロクロナデ 粗
並 lOYRB/2灰白 完存皿 面に糸切り痕 ~0.3cmの石含む

136 016-01 
砂n土師器

E9 SKl Nn.5 10.0 1.4 
外：ロクロナデ 内：ロクロナデ やや密

並 2.5Y8/2灰白 完存皿 底部外面に糸切り痕 ~0.15cmの砂粒含む

1371 014-04 
砂n土師器

E9 SKl Na.11 9.7 2.4 外底部：外ロクロナデ 内：ロクロナデ やや粗
並 lOY郎 /1灰白 完存皿 面に糸切り痕 ~0.3cmの石含む

138 016-07 
砂D土師器

E9 SKl No.4 9.8 1.9 
外：ロクロナデ 内：ロクロナデ やや粗

並 19YR8/2灰白 1/4 皿 底部外面に糸切り痕 0.15cm以下の砂含む

139 016-02 
DクD土師器

E9 SKl No.17 9.9 1.6 
外：ロクロナデ 内：ロクロナデ やや密

並 10YR7/2にぶい黄橙 1/2 皿 底部外面に糸切り痕 0.1cm以下の砂粒含む

140 016-03 
nク0土師器

E9 SKl 四 0 9.7 1.5 
外：ロクロナデ 内：ロクロナデ やや粗

並 2.5Y8/2灰白 2/3 皿 底部外面に糸切り痕 0.2cm以下の砂粒含む

141 016-05 
砂n土師器

E9 SKl No.15 10.0 2.0 外底部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ やや密
並 2.5Y8/3淡黄 1/3 皿 に糸切り痕 細砂粒含む

142 016-06 
砂ll土師器

E9 SKl l-b.21 10.5 1.9 底外部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ やや粗
並 lOYRS/1灰白 2/3 皿 に糸切り痕 0.15cm以下の砂含む

143 015-05 
砂n土師器

E9 SKl No.2 
底径 外：ロクロナデ 内：ロクロナデ

やや密 並 lOYRS/1灰白
底部

椀 6.3 底部外面：糸切り痕後高台貼り付け 1/3 

144 014-01 砂n土椀師器 E9 SKl No.12 
底径 外：ロクロナデ 痕後内高・ロクロナデ 粗

並 7.SYRB/3浅黄橙
底部

7.0 底部外面：糸切り 台貼り付け l~0.3cmの石含む 完存

145 015-03 
砂n土師器

E9 SKl No.36 
底径 外底部・外ロ面クロナデ 痕後内高：台ロクロナデ やや密 並 2.5Y8/2灰白

底部
椀 6.2 ：糸切り 貼り付け 完存

146 015-04 
砂n土師器

E9 SKl No.29 
底径 外底部・外ロクロナデ 痕後内高・台ロクロナデ やや密 並 7.5YR7/3にぶい橙

底部
椀 6.5 面：糸切り 貼り付け 1/2 

147 013-03 
砂n土師器

E9 SKl 四 4 9.6 3.0 外底 ：ナデ 内：ナデ やや粗
並 lOYRS/3浅黄橙 完存台付皿 部外面：高台貼り付け時のナデ ~0.3cmの石含む

148 015-06 
砂n土師器

E9 SKl Nci.26 9.5 3.1 外底部・外ヨコナデ、ナデ 内：ヨコナデ やや粗
並 7.5YR8/2灰白 完存台付皿 面：高台貼り付け時のナデ 0.15cm以下の砂含む

149 013-04 
土師器

E9 SKl 訟28 10.7 2.1 
外：ヨコナデ、オサエ・ナデ

やや粗 並 10YR8/3浅黄橙 完存
底部外面

皿 内：ナデ に煤付着

150 015-02 
土師器

E9 SKI No.25 19.0 
外：ヨコナデ、オサエ やや粗

並 7.5YR7/3にぶい橙
ロ縁部 外面に指

鍋 内：ヨコナデ、ハケメ 0.1cm以下の砂粒含む 1/4 頭庄痕

151 015-01 
土師器

E9 SKl No.31 18.0 
外：ヨコナデ、オサエ・ナデ やや粗

並 10YR6/3にぶい黄橙
ロ縁部 内面に煤

鍋 内：ヨコナデ、オサエ・ハケメ 0.1cm以下の砂粒含む 1/3 付着

152 i 013-02 土師器
E9 SKl No.1 14.0 11.2 

外：ヨコナデ、オサエ・ナデ 粗
並

7.5YR6/6橙
1/8 

外面に指
鍋 内：ヨコナデ、オサエ・ナデ ~0.3cmの石含む 5YR5/6明赤褐 頭圧痕

153 015-07 山茶椀 E9 SKl No.10 10.5 2.9 外底部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ
：糸切り痕後高台貼り付け

密 良 5Y8/1灰白 1/2 第4型式

154 014-03 山茶椀 E9 SKl No.9 11.4 3.3 外底部・外ロクロナデ 痕後内高・ロクロナデ やや密
並 5Y8/l灰白 1/2 第4型式面：糸切り 台貼り付け ~0.3cmの石含む

155 014-05 山茶椀 E9 SKl No.23 
底径 外底部：外ロ面クロナデ 痕後内：ロクロナデ やや密

並 2.5Y8/2灰白
底部

第4型式7.8 ：糸切り 高台貼り付け ~O.lcmの石含む 完存

156 013--01 山茶椀 E9 SKl No.30 17.0 5.8 外底部：外ロ面クロナデ 痕後内：ロクロナデ 密
並 5Y8/2灰白 1/4 第4型式：糸切り 高台貼り付け ~0.2cmの石含む
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番号 実測番号 器種
出土位置 計測値 (Cll)

調整・技法の特徴 胎土 焼 色調 残存度 備考
地区遺構取上書号 口径 器高

157 034-01 
土師器

h9 包含層I 10.4 5.1 外内 ：ヨコナデ、ナデ、オサエ・ナデ やや密
並 5YR7/6橙 1/6 

椀 ：ヨコナデ、ナデ ~0.15cmの砂粒含む

158 033-01 
土師器

f7 pitl 24.2 外内 ：ヨコナデ、ナデ 粗
並 7.5YR7/4にぶい橙

ロ縁部 外面に煤
鍋 ：ヨコナデ、ナデ、ヘラケズリ ~0.25cmの砂粒含む 1/8 付着

159 0.02-04 
土製品

hl SD30 
上端幅 残存高

や~や0.1粗5cmの砂粒含む 並 5YR6/4にぶい橙 2/3 
指頭圧痕

土製支脚 4.4 10.1 あり

160 029-02 
土師器

il S030 8.0 0.6 
外：ナデ やや密

並 2.5Y8/3淡黄
ほぼ

小皿 内：ナデ ~0.3cmの砂含む 完存

161 002-02 
土師器

il S030 8.8 _1.3 
外：オサエ・ナデ

密 良 lOYRB/3浅黄橙 完存
小皿 内：オサエ・ナデ

162 031-05 
土師器

ilO SK50 
外：ヨコナデ、ナデ

やや密 並 lOYRS/3浅黄橙
ロ縁 外面に煤

鍋 内：ヨコナデ、ハケメ 小片 付着

163 032-03 山茶椀 ilO SKSO 
底径 外底部：外ロクロナデ 痕後内高：台ロ貼クロナデ やや密 並 2.5Y7/l灰白

底部
第6型式

7.5 面：糸切り り付け 1/2 

164 006-01 山茶椀 Il2 SE16 
底径 外底部：外ロクロナデ 痕後内高：台ロ貼クロナデ やや粗

良 SYS/1灰白
底部

第6型式6.0 面：糸切り り付け ~0.3cmの小石含む 完存

165 I 006-02 山茶椀 112 SE16 
底径 外底蔀・外ロクロナデ 痕後内高：台ロ貼クロナデ やや密 良 5Y8/l灰白

底部
第6型式5.9 面：糸切り り付け 完存

166 006-03 山茶椀 112 SE16 
底径 外底部・外ロクロナデ 内：ロクロナデ やや粗

並 2.5Y8/l灰白
底部

第6型式
7.2 面：糸切り痕後高台貼り付け ~O.lcmの小石含む 1/8 

167 007-06 山茶椀 112 SE16 
底径 外底部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ やや粗

良 2.5Y8/l灰白
底部 底部外面

5.4 ：糸切り痕 ~O.lcmの小石含む 1/2 に墨書

1ss I 031-03 
土師器

jlO SE51 18.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ
やや密 並 10YR7/2にぶい黄橙

ロ縁部 外面に煤
鍋 ：ヨコナデ、ハケメ 1/10 付着

169 i I 031-06 I 
土師器

jlO SE51 18.0 
外：ヨコナデ、ハケメ

やや密 並 10YR4/l褐灰
ロ縁部 外面に煤

鍋 内：ヨコナデ、ナデ 1/10 付着

110 I I 031-02 
土師器

jlO SE51 25.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ
やや密 並 10YR5/l褐灰 ~, 『外面に煤

鍋 ：ヨコナデ、ナデ 付着

土師器 外：ヨコナデ、ナデ

翌171I 1 ， 031-04 
羽釜

jlO SE51 
内：ヨコナデ、ハケメ

1やや密 並 2.5Y8/3淡黄

172I ; i 032.:..01 天目茶椀 jlO SE51 
底径 外：ロクロケズリ、施釉 内：施釉 密

良
5YR5/l褐灰

I 3/4 4.8 底部外面：ケズリ出し高台、ナデ 2.5Y8/3淡黄

173 I I I 032-04 
緑釉 , jlO SESl 

底径 外底部・外ロ面クロナデ 内：ロクロナデ
やや密 良 2.SYB/2灰白

底部 底部外面
小皿 5.2 ：糸切り痕 完存 に墨書

174 032-06 
土師器

i7 SK35 12.0 2.4 
外：ナデ

やや密 並 lOYRS/3浅黄橙 1/4 小皿 内：ナデ

175 I 032-07 
土師器

i7 SK35 11.0 
外：ナデ

やや密 並 lOY邸/2灰白
ロ縁部

小皿 内：ナデ 1/6 

176 031-01 
土師器

i7 SK35 22.0 外内 ：ヨコナデ、ハケメ
やや密 並 10YR8/3浅黄橙

ロ縁部 外付着面に煤
鍋 ：ヨコナデ、工具ナデ 1/6 

177 035-01 
土師器

i8 SK35 31.0 外内 ：ナデ、ハケメ、ヘラケズリ
やや粗 並 10YR7/2にぶい黄橙

ロ縁部 外面に煤
鍋 ：ナデ 完存 付着

178 014-01 
常滑焼

i7 SK35 38.2 
外：ロクロナデ、タタキ ！I やや粗

並 2.5YR6/4にぶい橙
ロ縁部 外面に自

大甕 内：ロクロナデ、オサエ・ナデ 0.3~0.Scmの石含む 若干残 然釉あり

叫!033--04 

土師器
bll SB54 7.4 外内 ：ヨコナデ、ナデ

や~やO.l粗cmの砂粒含む 1並 lOYRS/3浅黄橙 ロ1縁/部3 小皿 ：ヨコナデ、ナデ

180 017-03 
土師器

表土 7.6 1.1 
外：オサエ

密 良 lOYRS/3浅黄橙 完存小皿 内：ナデ

181I '008-04 
土師器

H9 SKIS 11.8 
外：オサ工、ナデ

やや密 良 2.5Y8/3淡黄
ロ縁部

皿 内：ナデ 1/3 

182 017-02 
土師器

110 包含層 11.8 2.2 外内 ：オサエ・ナデ
密 良 lOYRB/3浅黄橙 完存皿 ：ナデ

183 028-05 
土師器

£7 SK32 11.0 外内 ：ナデ やや密
並 2.5Y8/3淡黄

ロ縁部
皿 ：ナデ ~0.3cmの砂含む 1/8 

184 017-01 
土師器

表土 18.0 外内 ：ヨコナデ、オサエ・ナデ やや粗
並 10YR7/2にぶい黄橙

ロ縁部
鍋 ：ヨコナデ、ハケメ 0.4cmの小石含む 1/4 

185 016-02 山茶椀 表土 15.0 4.6 外底蔀・外ロクロナデ 痕後内高・ロクロナデ や密
並 2.5Y7/2灰黄 1/5 第5型式面：糸切り 台貼り付け 微砂粒含む

186 017-04 
鉄製品

bll 包含層
残存長 幅

鋳造：断面二等辺三角形
I 

切先 材質：鉄小刀 10.2 3.2 

第6表 出土遺物観察表5
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V 士
口t
 今回の調査では、古墳時代前期の掘立柱建物•井

戸、古墳時代中期の土坑、古墳時代後期の古墳4基、

平安時代末期の土坑 1基、鎌倉時代の掘立柱建物 1

棟•石組み井戸 1 基、室町時代の石組み井戸 1 基な

どが確認された。

ここでは、今回の調査成果のまとめと若干の検討

を行う。

(1) S 842について

S B42は、 2間 (4.4m) X 2間 (3.9m)の身舎

の四面に、南北 5間 (8.2m) X東西4間 (7.lm) 

の庇が付く掘立柱建物と考えられる。

このように 2間X2間の身舎に四面庇がつく建物

は、県内では上野市の城之越遺跡のA地区SBl・
① 

2とB地区SB1・2の4棟が確認されている。

次に、この建物の構造の特徴について城之越遺跡

の大型掘立柱建物と比較してみる。穂積裕昌氏は、
② 

同遺跡の建物について 7つの特徴を指摘している。

これらを参考にSB42が類似する特徴をあげてみる。

① 四面庇建物であること。

② 身舎およびこれに取りつく庇とも平面形が正

方形に近いこと。

③ 身舎と庇の柱筋が通らないこと。

@(Q], @ qJ 

語

④ 庇の出が広く、建物の床面積を広げているこ

と。

⑤ 身舎の隅柱と庇の隅柱と対角線上に配置され

ていること。

⑥ 身舎部分と庇部分の間がそれぞれ等間である

こと。

このような特徴から、 SB42は城之越遺跡の大型

掘立柱建物と類似した構造をもつ建物ということが

できる。

同様の構造をもつ建物は、県外において群馬県新
③ 

田郡新田町の中溝・深町遺跡や群馬県群馬郡群馬町
④ 

の三ツ寺 I遺跡（上記の構造に西庇をもっている）

などでも確認されている。（第27図参照）。これらの

構造をもつ建物については、祭祀のためのものと性

格付けられている。

S B42と上記の 3遺跡の建物の規模を比較してみ

ると、城之越遺跡や三ツ寺 I遺跡の 1号掘立柱建物

よりも小さく、中溝・深町遺跡の 1号掘立柱建物に

近いことが伺われる。また、柱痕跡は確認できなかっ

たが、柱掘形は、中溝・深町遺跡の 1号掘立柱建物

よりも小さいと言うことができる。

次に、建物の時期について上記の 3遺跡と宮本長

1 . 古轡通り B遺跡 S 842 

2. 中溝・深町遺跡 1号掘立柱建物

3. 三ツ寺 1遺躊 1号掘立柱建物

4. 械之越遺躊 B地区 SB 1 

5. 械之越遺躊 B地区 SB2 

6. 械之越遺跡 A地区 SB 1 

3 7. 械之越遺疇 A地区 SB2 

゜ ゜

@ @ 

口
゜

lQm 

第27図掘立柱建物類例 (1: 400) 
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二郎氏の作成した「弥生時代・古墳時代の庇付建物
⑤ 

一覧表」の四面庇付き建物をみてみると、古墳時代

中期・後期の時期に該当する建物が多いことが分か

る。このことから SB42は、上記の構造を持った建

物でも古い時期の例としてあげることができる。

以上のように SB42は、古墳時代前期の 2間X2

間の身舎に四面庇が付く掘立柱建物と言うことがで

きる。

なお、建物について考察した過程で、柱間寸法が

曲尺 (1尺＝約0.3m)で建てられた可能性も検討し

たので紹介する。（第28図参照）。桁行4間・梁行4

間の南北棟の建物と考えれば、建物規模は桁行27尺．

梁行23尺で、柱間寸法は桁間が北から 6尺十7.5尺＋

7.5尺十 6尺、梁間が西から 5尺十6.5尺十6.5尺+5

尺となり、一応推定は可能である。しかし即述のよ

うに、平面形以外の切り合い関係や出土遺物などか

ら、やはり古墳時代前期の所産である可能性が最も

高いと考えられる。

(2) S E53について

掘形が楕円形を呈する井戸で、長径3.9m・ 短径

3.lm・深さ3.5mを測る。くり抜きの井戸枠を持ち、

その中から完形の古墳時代前期の土師器壷・土師器

甕などが出土した。

県内の当時期の井戸の検出例としては、津市替田
⑥ 

遺跡（第 1次調査の井戸 1. 井戸 2) . 津市蔵田遺
⑦ 

跡 (SEl) ・ 津市雲出島貫遺跡（第 1次調査の S
⑧ 

E79)などがあげられる。この中で蔵田遺跡の SE

1でも井戸枠を有していた。このようにこの時期の

井戸の確認例は少ない。

まずSE53の特徴として、くり抜きの井戸枠があ

ることと、その周りも方形を意識して組まれている

井戸枠を持つことがあげられる。

井戸の構造や各部分の名称などの検討については、
⑨ ⑩ 

宇野隆夫氏・小笠原好彦氏などの研究がある。宇野

氏は、井戸をつくる上での最も重要な技術について

着目し、井戸側の素材に基づいて 4つの型式に分類
⑪ 

している。また、小笠原氏は古墳時代の井戸を対象
⑫ 

に分類し、素掘り井戸と木組井戸に分けている。

これらの分類に SE53を当てはめてみると、宇野

氏の分類のBIa類丸太剖り抜き井戸と BII b類縦

板組支持井戸とを組み合わせたものに相当すると考
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第28図 S B42の曲尺推定例 (1: 200) 

えられる。

宇野氏は古墳時代の井戸を井戸 Ib期とし、 AI

類素掘りが主体を占め、 B類木組井戸も用いられる

ようになったと指摘している。そして、竪穴住居に

住む人々がAI類素掘り井戸を使うことが多かった
⑬ 

と推測している。また、小笠原氏は、古墳時代の井

戸側をもつ井戸が有力氏族の集落や豪族居館に多く
⑭ 

採用されていたことを想定している。

これらのことから、 SE53は一般集落で余り見ら

れない構造を持っていたものと考えられる。

次に、この井戸を特徴付けるものとして、井戸枠

内から完形の土器が多数出土したことがあげられる。

これらの土器は、井戸廃絶時に意図的に放置された

ものと考えられる。このことから、井戸廃絶時には
⑮ 

祭祀が実施されたことが想定される。

(3) S B42およびSE53の性格について

S E53は、 SB42から北東方約16mのところに存

在している。（第29図参照）。

この様な例として、中溝・深町遺跡と三ツ寺 I遺

跡をあげることができる。中溝・深町遺跡について

は、 1号掘立柱建物に隣接する形で、地表面に礫を

方形に敷き詰めた 1・2号集石土坑（井戸）が南北

に2基並んだ状態で確認されている。この井戸は、

石を敷き詰めた特殊なもので、建物とともに水・農

耕に関する祭祀を行う祭場としての機能が想定され
⑯ 

ている。また、三ツ寺 I遺跡については、館の中心

的建物と考えられている 1号掘立柱建物の南西約6

mのところに 2号井戸が存在している。この井戸は



A> S842 "~® 

゜
10m 

第29図 S B42・S E53位置図 (1: 200) 

覆屋を持ち、湧水に係わる祭祀儀礼に関係するもの
⑰ 

と考えられている。

これらの状況から考えてみると、当遺跡の SB42 

とSE53も、中溝・深町遺跡と同様に、建物と井戸

とのセット関係で祭祀に係わる機能を有していたも

のと考えられる。

S E53は、先述のように一般集落に余り見られな

い構造をもっている。また、当遺跡は水の得やすい

場所に立地しており、井戸を掘る必要性が低いと推

定される。これらのことからこの井戸は、祭祀のた

めに特別に掘られたものと考えられる。
⑱ 

S E53の性格付けについては、岡田精司氏や辰巳
⑲ 

和弘氏が指摘する地域首長が行う井水の祭儀が執り

行われていた井戸と推定される。

また、 SB42は3時期の建て替えの可能性が高く、

岡田精司氏が指摘する「オカリヤ」の系譜を引く建
⑳ 

物とも想定することができる。建て替えの事実から

この場所の重要性が伺われる。

これらの祭場は、辰巳和弘氏が指摘する「ハレの
⑪ 

空間」に相当すると考えられる。また、辰巳氏は、「ハ

レの空間」が存在する屋敷地を「豪族居館」と認識
⑫ 

すべきであるとしている。これらのことから、この

祭場は「豪族居館」の施設であると考えられる。

近年調査例の増加している「豪族居館」は、濠・
⑬ 

溝．柵・土塁などの外郭施設をもっている。しかし、

今回の調査では掘立柱建物と井戸のみが確認され、

これらの施設を囲む濠などは検出されなかった。こ

のことは、今回の調査区周辺に「豪族居館」の関連

施設の広がりを推定させる。また、当遺跡の立地か

らみてみると、櫛田川やその支流の河道を濠として

利用していた可能性も考えられる。

以上のように今回の調査では、櫛田川右岸地域に

おける首長層の居館の一部が確認されたものと考え

られる。

(4) 古轡通り古墳群について

周溝のみの検出であるが4基の古墳を確認した。

所在地の小字名をとり古轡通り古墳群とした。

検出された古墳は、円墳3基・方墳 1基から構成

されている。築造時期は、周溝から出土した須恵器

から 6世紀の後半と推定される。墳丘は、櫛田川の

氾濫や後世の開墾などによって削平されたものとみ

られ、確認できなかった。また、埋葬施設も確認で

きなかった。石室の基底部も確認されなかったこと

から木棺直葬墳と考えられる。

2号墳と 4号墳の周溝からは、意図的に割られた

須恵器大甕 (70・90)が出土しており、墳丘上で祭
⑭ 

祀が行われた可能性が考えられる。この様な出土状

況の須恵器甕は、鈴鹿市の石薬師東古墳群の31・67
⑮ ⑳ 

号墳や多気郡明和町の曽祢崎3号墳などでも確認さ

れている。

当古墳群の南方には玉城丘陵が存在し、南伊勢地
⑰ 

方最大の群集墳の密集地として知られている。それ

に対し、当古墳群は櫛田川右岸の低位河岸段丘上に

立地している。従来当古墳群の周辺においては、古

墳の存在は知られていなかった。しかし、横地高畑

遺跡の発掘調査において一辺約 9mの方墳とみられ

る周溝が検出され、古墳が存在することが確認され
⑳ 

た。今回の調査でも古墳の周溝が検出され、これら
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の調査結果から、当古墳群周辺においても古墳群が

存在する可能性を指摘することができる。

このように櫛田川右岸の当地域においても丘陵部

〔註〕

① a 穂積裕昌編『城之越遺跡』（三重県埋蔵文化財センター、

1992年）。

b 中浦基之『城之越遺跡 (2次）発掘調査報告』（上野市

教育委員会・上野市遺跡調査会、 1998年）。

② 穂積裕昌「B地区の大型掘立柱建物」（註①の a)の193頁。
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辺の祭祀』、日本考古学協会三重県大会実行委員会、 1996年）。
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西村美幸「玉城丘陵と周辺の群集墳」 iMie historyJlvol.10、

三重県歴史文化研究会、 1999年）。

西村美幸「玉城丘陵とその周辺の群集墳について」（『研究

紀要』第 8号、三重県埋蔵文化財センター、 1999年）。

⑳ 中川明『横地高畑遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財

センター、 1998年）。



図版 1

調査前風景 （北から）

長

第 1次調査A地区全景 （西から）
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図版5

S E53土器出土状況 （北東から）
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図版8

SK1土器出土状況 （西から）

S E51 (南から）
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図版9

S E51断ち割り後 （北から）

作業風景 （西から）
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図版10
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出土遺物2 (1: 3) 
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出土遺物3 (28・29は縮尺不同、他は 1: 3) 
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図版13
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